
 参考　1-1

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　地形図（縮尺1/5000又は1/2500）
　地質調査成果一式
　その他
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2 ・地元設計協議資料

打合せ② 照査①

修正業務計画書の作成
基本条件、その他必要条件（協議
条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認
概算工事費単価協議

路線選定

主要構造
物計画

設計図作
成

概算工事
費算定

打合せ③ 照査②
基本条件、路線計画案、最適路線
案の確認
設計図の確認

協議 計画協議

報告書作
成

打合せ④ 照査③
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

比較3案の路線選定（調査職員と協議の上、最適路線を選定）

現地踏査

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正

契約

業務計画書作成
(照査計画)
貸与資料の確認
その他必要条件の確認

道路概略設計フロー（案）
地形図、地質資料、現地踏査結果、文献及び設計条件等に基づき、目的構造物の比較案または最適案を提案

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

設計条件・現地条件・コントロールポイント反映の確認
検討方法・検討方針の適切性確認
路線計画、設計図、概算工事費の整合性と適切性
選定路線計画の妥当性確認

路線図
平面図
縦断図
標準横断図
横断図
※関係機関との協議資料作成

主要構造物（鉄道・道路との交差、渡河地点）の形式の選定、概略
設計図作成

概算数量算出
概算工事費算出（概算用地補償費を含む）

参考　業務項目：設計業務共通仕様書（共通編、道路編　関東地方整備局）
　　　　フロー　　：北陸地方整備局　設計業務成果の品質向上対策フロー（案）
　　　　　　　　　　：常総国道事務所ヒアリング
注）業務項目と協議を組合せたフローの参考となるものは無く、ヒアリング等で適切に再度設定する必要あ
り。
注）協議、住民説明の実施時期については、業務の進捗状況や関係機関との調整により適宜、適切な時期
　　に実施すること

報告書作成
　計画の経緯
　計画地域の現況及び将来計画のまとめ
　計画条件検討経緯及びその結果
　当該計画地域の社会的・自然的・文化的、コントロール要因の説
明
　比較路線の選定経緯と最適路線の計画概要及び今後の課題
　その他留意事項
照査報告書作成
リサイクル計画書作成
コスト縮減留意事項作成

路線検討経緯、比較路線の選定経緯の適切性及び整合性
リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性確認
成果品の確認

業務完了

成果品の提出

路線選定、設計図、概算工事費等の協議を反映した修正

kk222022
テキストボックス
参考－１



参考　1-2

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　道路概略設計成果一式
　地質調査成果一式
　地形図（縮尺1/1000）
　その他
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2 ・地元設計協議資料

打合せ② 照査①

基本条件、その他必要条件（協議
条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認
概算工事費単価協議

路線（線
形）選定

設計図作
成

概算工事
費算定

打合せ③ 照査②

基本条件、比較線形案の設定、最
適線形案の確認（設計図、概算工
事費）
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

報告書作
成

打合せ④ 照査③
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

道路予備設計（Ａ）フロー（案）
空中写真図、地質資料、現地踏査結果、文献、概略設計等の成果品及び設計条件等に基づき、目的構造物の平面線形、縦横断線形の比較案を策定
し、施工性、経済性、維持管理、走行性、安全性及び環境等の総合的な検討と橋梁、トンネル等の主要構造物の位置、概略形式、基本寸法を計画し、技
術的、経済的判定によりルートの中心線を決定する。なお、設計図書に基づき中心線座標の計算を行う。

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正

契約

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認

現地踏査

報告書作成
　計画の経緯
　計画地域の現況及び将来計画のまとめ
　計画条件検討経緯及びその結果
　比較線形の選定経緯（施工性、経済性、維持管理、走行性、安全
性及び環境等）
　ルート線形の決定事項
　中心線座標計算書
　その他留意事項（事業損失補償問題の整理）
照査報告書作成
リサイクル計画書作成
コスト縮減留意事項作成

線形選定、設計図、概算工事費等の協議を反映した修正

路線（線形）選定に際し、平面線形、縦断線形は主要構造物の位
置、概略形式、基本寸法等を考慮して計画

設計条件・現地条件・コントロールポイント反映の確認
線形計画、設計図、概算工事費の適切性と整合性確認

路線図
平面図
縦断図
標準横断図
横断図
主要構造物計画図
※関係機関との協議資料作成

概算数量算出
概算工事費算出（概算用地補償費を含む）

参考　業務項目：設計業務共通仕様書（共通編、道路編　関東地方整備局）
　　　　フロー　　：北陸地方整備局　設計業務成果の品質向上対策フロー（案）
　　　　　　　　　　：常総国道事務所ヒアリング

注）業務項目と協議を組合せたフローの参考となるものは無く、ヒアリング等で適切に再度設定する必要あ
り。
注）協議、住民説明の実施時期については、業務の進捗状況や関係機関との調整により適宜、適切な時期
　　に実施すること

業務完了

成果品の提出

比較線形・最適案選定経緯の適切性、協議事項反映の確認
リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性確認
中心線座標計算書の確認
成果品の確認



参考　1-3

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　道路予備設計（Ａ）成果一式
　道路予備修正設計（Ａ）成果一式
　地質調査成果一式
　測量成果一式
　その他
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2 ・地元設計協議資料

打合せ② 照査①

基本条件、その他必要条件（協議条
件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認
概算工事費単価協議

縦断・横断
設計

道路付帯構
造物設計

小構造物設
計

用排水設計

設計図作成

概算工事費
算定

打合せ③ 照査②
基本条件、構造設定の確認（一般
図、構造計算結果）
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

概略施工
計画

用地幅杭計
画

報告書作成

打合せ④ 照査③
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認
不足資料の請求

現地踏査

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正

参考　業務項目：設計業務共通仕様書（共通編、道路編　関東地方整備局）
　　　　フロー　　：北陸地方整備局　設計業務成果の品質向上対策フロー（案）
　　　　　　　　　　：常総国道事務所ヒアリング
注）業務項目と協議を組合せたフローの参考となるものは無く、ヒアリング等で適切に再度設定する必要あり。
注）協議、住民説明の実施時期については、業務の進捗状況や関係機関との調整により適宜、適切な時期
　　に実施すること

設計計算書、図面等の協議事項反映確認
用地幅杭計画の適切性
リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性確認
成果品の確認

成果品の提出

設計条件・現地条件の反映の確認
設計方針・設計手法とその結果の確認
設計計算、設計図の整合性と適切性

縦横断・道路付帯構造物・小構造物及び用排水設計から用地幅杭位置を
決定

路線図
平面図
縦断図
標準横断図
横断図
一般構造物の一般図（側面図、平面図、断面図、主要点高さ、交差条件、
建築限界、設計条件（使用材料、許容応力度、荷重条件））
※関係機関との協議資料作成

概算数量算出
概算工事費算出（概算用地補償費を含む）

報告書作成
　計画の概要
　地域の現況及び関連協議資料
　各種検討の経緯及びその結果
　設計計算書
　概算事業費
　用地幅調書
　その他必要事項（事業損失補償問題の整理）
照査報告書作成
リサイクル計画書作成
コスト縮減留意事項作成

業務完了

設計計算書、設計図、概算工事費等の協議を反映した修正

概略の施工計画から、用地買収範囲の検定

応力計算を必要とせず、標準設計図集から設計できるもの（石積またはブ
ロック積擁壁、コンクリート擁壁（高さ2ｍ未満）、管渠、側溝、街渠、法面保
護工、小型用排水路（幅2ｍ以下かつ高さ1.5ｍ以下）、集水桝、防護柵
工、取付道路（延長10ｍ未満）、階段工（高さ3ｍ未満））等の位置、形式、
基本寸法等の決定
用排水系統の計画
流量計算を行い、用排水構造物の設計（標準設計図集参照）

道路予備設計（Ｂ）フロー（案）
道路予備設計（Ａ）等により決定された中心線に基づいて行われた実測路線測量による実測図を用いて、図上での用地幅杭位置を決定。

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

契約

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

平面線形との組み合わせ、橋梁、トンネル等の主要構造物の位置、形式、
基本寸法を考慮し、縦断線形を設計
実測横断図を用い、地質調査結果から土層線を想定し、法面勾配と構造
を決定し、道路の横断構成、側道、水路等を設計

一般構造物（擁壁（小構造物を除く）、函渠、特殊法面保護工、落石防護
工等）の設計
管渠（応力計算が必要なもの）、地下道、取付道路（延長10ｍ以上）、側
道、階段工（高さ3ｍ以上）等の設計



参考　1-4
№ 業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

1 設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　道路予備設計（Ｂ）成果一式
　道路予備修正設計（Ｂ）成果一式
　地質調査成果一式
　測量成果一式
　関連構造物設計成果一式（橋梁、
トンネル等）
　その他
業務計画、業務内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

2 現地踏査

3 設計計画2 ・地元設計協議資料

4 打合せ② 照査①

基本条件、その他必要条件（協議
条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認

5
平面・縦断

設計
事前協議 要求事項確認協議

6 横断設計

7
道路付帯構
造物設計

8

小構造物設
計

用排水設計

9 一般図作成

10 打合せ③ 照査②

基本条件・細部条件の確認
構造細目設定の確認（一般図、構
造計算結果）
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

11 設計図作成

12

施工計画

仮設構造物
設計

13 打合せ④ 照査③

基本条件と構造計算結果の確認
設計図の確認
仮設設計、施工時の留意事項の確
認
照査実施の確認

14 数量計算

15 報告書作成

16 打合せ⑤ 照査④
成果品の確認
照査実施の確認

17 検査 成果品検査

経済的、合理的に工事の費用を予定するため、必要な施工計画を実施

構造計算、断面計算または流量量計算等を必要とする仮設構造物にいては、
設計図書に基づき現場条件、設計条件に合致するよう設計
施工計画書、図面及び数量計算書を作成

報告書作成
　計画の概要
　各種検討の経緯及びその結果
　設計計算書（排水計算、設計計算等）
　その他留意事項
照査報告書作成
リサイクル計画書作成

設計計算、設計図、施工計画書の整合性と適切性

数量計算書作成

参考　業務項目：設計業務共通仕様書（共通編、道路編　関東地方整備局）
　　　　フロー　　：北陸地方整備局　設計業務成果の品質向上対策フロー（案）
　　　　　　　　　　：常総国道事務所ヒアリング
注）業務項目と協議を組合せたフローの参考となるものは無く、ヒアリング等で適切に再度設定する必要あり。
注）協議、住民説明の実施時期については、業務の進捗状況や関係機関との調整により適宜、適切な時期に
　　　実施すること

設計計算書、設計図、施工計画書、数量計算の適切性及び整合性
リサイクル計画の適切性確認
成果品の確認

成果品の提出

業務完了

設計条件・現地条件の反映
設計方針・設計手法の確認
一般図、細部項目の確認

路線図
平面図
縦断図
標準横断図
横断図
構造一般図、配筋図、詳細図（一般構造物及び標準設計図集以外の小構造
物）
用排水系統図（自然流下の用排水路は、流水方向と施工高さを明記）
仮設工詳細図
土積図
※関係機関との協議資料作成

設計計算、一般図の協議を反映した修正

一般図作成

現地踏査

平面設計は、実測平面図を用い、道路予備設計（Ｂ）等の再確認と細部検討
縦断設計は、実測縦断図を用い、橋梁、トンネル等の主要構造物の位置、形
式、基本寸法を考慮し、縦断線形を決定（20ｍ毎の側点と主要点の計画高計
算を行う）

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正
事前協議用資料作成

一般構造物（擁壁（小構造物を除く）、函渠、特殊法面保護工、落石防護工等）
を設計図書に基づき現場条件、設計条件に合致するよう設計
管渠（応力計算が必要なもの）、地下道、取付道路（延長10ｍ以上）、側道、階
段工（高さ3ｍ以上）等を設計図書に基づき現場条件、設計条件に合致するよう
設計

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

実測横断図を用い、地質調査結果から土層線を想定し、法面勾配と構造を決
定し、道路横断の詳細構造を設計

小構造物設計は、応力計算を必要とせず、標準設計図集から設計できるもの
（石積またはブロック積擁壁、コンクリート擁壁（高さ2ｍ未満）、管渠、側溝、街
渠、法面保護工、小型用排水路（幅2ｍ以下かつ高さ1.5ｍ以下）、集水桝、防
護柵工、取付道路（延長10ｍ未満）、階段工（高さ3ｍ未満）等の位置、形式、
基本寸法等の決定

用排水系統の計画
流量計算を行い、用排水構造物の設計（標準設計図集参照）
用排水系統図（自然流下の用排水路は、流水方向と施工高さを明記）

契約

業務計画書提出
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認
不足資料の請求

道路詳細設計フロー（案）
道路予備設計（Ｂ）等により決定された中心線位置・用地幅杭位置に基づき、工事発注に必要な平面図、縦横断面図、構造物等の詳細設計図、設計計算書、工種
別数量計算書、施工計画書等の作成。

業務項目、打合せ、照査、協議

発注者 受注者

仕様書によれば、詳細
設計時には、協議資料
作成の業務内容は記
述されていない。→基
本的に、予備設計（Ｂ）
で終了していることが
前提

仕様書によれば、詳細設
計時には、協議資料作成
の業務内容は記述されて
いない。→基本的に、予備
設計（Ｂ）で終了しているこ
とが前提



参考　1-5

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　地質調査成果一式
　地形図（縮尺1/500）
　交通量関係の資料
　その他
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2 ・地元設計協議資料

打合せ② 照査①

基本条件、その他必要条件（協議条
件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認
概算工事費単価協議

平面・縦断
設計

横断設計

交差点容
量・路面表

示

設計図作成

概算工事費
算定

打合せ③ 照査②

基本条件、平面交差設定の確認
幾何構造と最適現示及び飽和度計
算の確認
詳細設計時の留意事項確認
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

交通管理者計画協議、住民説明

報告書作成

打合せ④ 照査③
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

参考　業務項目：設計業務共通仕様書（共通編、道路編　関東地方整備局）
　　　　フロー　　：北陸地方整備局　設計業務成果の品質向上対策フロー（案）
　　　　　　　　　　：常総国道事務所ヒアリング
注）業務項目と協議を組合せたフローの参考となるものは無く、ヒアリング等で適切に再度設定する必要あり。
注）協議、住民説明の実施時期については、業務の進捗状況や関係機関との調整により適宜、適切な時期
    に実施すること

設計条件・現地条件の反映の確認
設計方針・設計手法とその結果の確認
交差点計画、信号現示計算書、設計図の整合性と適切性

交差点計画、設計図、概算工事費等の協議を反映した修正

成果品の提出

業務完了

報告書作成
　設計条件
　計画の経緯
　現示、飽和度の計算
　その他留意事項（事業損失補償問題の整理）
照査報告書作成
リサイクル計画書作成
コスト縮減留意事項作成

設計図、信号現示計算書等の協議事項反映確認
リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性確認
成果品の確認

概算数量算出
概算工事費算出（概算用地補償費を含む）

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

20ｍ毎を標準として道路設計条件によって、標準部、右・左折部、変
速車線部の設計を行う

交差点形状について2 案の比較案の検討と交差点間隔、平面交差点
付近の線形（視距、曲線半径、縦断線形等）など、主に幾何構造上に
ついて検討

交差点位置図
平面図（交差点部の滞留長、変速車線部、右・左折部、路面表示を含
めて記入）
縦断図（縦断勾配、測点及び変化点毎の計画高、交差道路、道路横
断構造物等を記入）
標準横断図（本線部、滞留車線、すり付車線部等）
横断図（縦断図と同一点および本線、変速車線、滞留車線、すり付車
線部等）
※関係機関との協議資料作成

交差点容量について、設計図書に基づき与えられた交通量（時間別・
方向別）に対し、最適現示及び飽和度を計算
路面表示については変速車線部、右・左折部の矢印、横断歩道、停
止線、車両の軌跡等を検討

平面交差点予備設計フロー（案）
道路予備設計で検討された平面図及び縦横断図を用いて、設計図書に基づいた設計条件で、交差点形状について決定

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

契約

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正

現地踏査

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認
不足資料の請求



参考　1-6
№ 業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

1 設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　平面交差点予備設計成果一式
　測量成果一式
　地質調査成果一式
　交通量関係の資料
　その他
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

2 現地踏査

3 設計計画2 ・地元設計協議資料

4 打合せ② 照査①

基本条件、その他必要条件（協議
条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認

5
平面・縦断

設計
事前協議 要求事項確認協議

6 横断設計

7
交差点容
量・路面表

示

8
道路付帯
構造物設

計

9

小構造物
設計

用排水設
計

10 一般図作

11 打合せ③ 照査②

基本条件・細部条件の確認
構造細目設定の確認（一般図、構
造計算結果）
幾何構造と最適現示及び飽和度計
算の確認
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

交通管理者計画協議、住民説明

12
設計図作

成

13 打合せ④ 照査③
基本条件・細部条件、幾何構造と信
号現示計算と設計図の整合性の確
認

14 数量計算

15
報告書作

成

16 打合せ⑤ 照査④
成果品の確認
照査実施の確認

17 検査 成果品検査

参考　業務項目：設計業務共通仕様書（共通編、道路編　関東地方整備局）
　　　　フロー　　：北陸地方整備局　設計業務成果の品質向上対策フロー（案）
　　　　　　　　　　：常総国道事務所ヒアリング
注）業務項目と協議を組合せたフローの参考となるものは無く、ヒアリング等で適切に再度設定する必要あり。
注）協議、住民説明の実施時期については、業務の進捗状況や関係機関との調整により適宜、適切な時期
    に実施すること

交差点位置図
平面図（交差点部の滞留長、変速車線部、右・左折部、横断歩道、停止線、矢
印などの路面表示を含めて記入）
縦断図（縦断勾配、測点及び変化点毎の計画高、及び、交差道路、道路横断構
造物等を記入）
標準横断図（本線部、滞留車線、すり付車線部等）
横断図（縦断図と同一点および本線、変速車線、滞留車線、すり付車線部等）
用排水系統図
詳細図（標準設計図集以外の小構造物）
※関係機関との協議資料作成

数量計算書作成

報告書作成
　設計条件
　計画の経緯
　信号現示計算書
　流量計算書
　その他留意事項
照査報告書作成
リサイクル計画書作成

設計図、幾何構造・最適現示計算書、設計計算、数量計算の適切性及び整合
性
リサイクル計画の適切性確認
成果品の確認

業務完了

幾何構造、信号現示計算書、設計計算、設計図の整合性と適切性
協議事項の反映確認

成果品の提出

平面交差点詳細設計フロー（案）
実測図の成果を用い、工事に必要な詳細構造を経済的かつ合理的に設計し、工事発注に必要な図面・報告書を作成

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者

設計条件・現地条件の反映の確認
設計方針・設計手法とその結果の確認
交差点計画、信号現示計算書、一般図の確認

交差点計画、信号現示計算書、一般図の協議を反映した修正

契約

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認
不足資料の請求

受注者

交差点形状など、その後の協議によって変更された最新の情報で、平面交差点
の線形、導流路、隅切停止線の位置、横断歩道の設置等を検討

一般図作成

現地踏査

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正
事前協議用資料作成

小構造物設計は、応力計算を必要とせず、標準設計図集から設計できるもの
（石積またはブロック積擁壁、コンクリート擁壁（高さ2ｍ未満）、管渠、側溝、街
渠、法面保護工、小型用排水路（幅2ｍ以下かつ高さ1.5ｍ以下）、集水桝、防護
柵工、取付道路（延長10ｍ未満）、階段工（高さ3ｍ未満）等の位置、形式、基本
寸法等の決定

用排水系統の計画
流量計算を行い、用排水構造物の設計（標準設計図集参照）
用排水系統図（自然流下の用排水路は、流水方向と施工高さを明記）

一般構造物（擁壁（小構造物を除く）、函渠、特殊法面保護工、落石防護工等）を
設計図書に基づき現場条件、設計条件に合致するよう設計
管渠（応力計算が必要なもの）、地下道、取付道路（延長10ｍ以上）、側道、階
段工（高さ3ｍ以上）等を設計図書に基づき現場条件、設計条件に合致するよう
設計
照明柱を設計図書に基づき現場条件、設計条件に合致するよう設計

横断設計した交差点の中心線の計画高に基づいて、標準部、右・左折変速車線
部等を20ｍ毎の測点及び主要点について設計

交差点容量について、設計図書に基づき与えられた交通量（時間別・方向別）に
対し、最適現示及び飽和度を計算
路面表示については変速車線部、右・左折部の矢印、横断歩道、停止線、車両
の軌跡等を検討

仕様書によれば、詳細
設計時には、協議資料
作成の業務内容は記述
されていない。→基本
的に、予備設計で終了
していることが前提

仕様書によれば、詳細設
計時には、協議資料作成

の業務内容は記述されて
いない。→基本的に、予備

設計で終了していることが
前提



参考　1-7

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　道路概略設計報告書
　道路予備設計報告書
　地質調査報告書
　実測平面図（縮尺1/200～1/500）
　実測縦横断面図（縮尺1/100～
1/200）
　周辺施設（既設・計画）に関する資
料
　その他
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2 ・地元設計協議資料

打合せ② 照査①

修正業務計画書の確認
基本条件、その他必要条件（協議
条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認
概算工事費単価協議

橋梁形式
比較案の

基本事項
の検討

設計計算
景観検討

設計図作
成

概算工事
費算定

打合せ③ 照査②
3案の構造設定、最適案の確認（一
般図、構造計算結果、概算工事費）
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

報告書作
成

打合せ④ 照査③
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

概算数量算出
概算工事費算出（概算用地補償費を含む）

一般図（側面図、平面図、断面図（鉄道・道路・河川との関連、建築限界、土
質柱状図、橋長、支間、桁間隔、下部工・基礎工の主要寸法表示））
河川改修断面図等の作成
※関係機関との協議資料作成

上部工の概略断面検討より支間割、主桁配置、桁高、主構等の決定
下部工、基礎工の概略断面検討、安定検討より、躯体・基礎の形式規模を
決定

橋梁形式3案の選定に必要な概略の景観検討

設計条件・現地条件の反映の確認
設計方針・設計手法とその結果の確認
設計計算、設計図、概算工事費の整合性と適切性

参考　業務項目：設計業務共通仕様書（共通編、道路編　関東地方整備局）
　　　　フロー　　：北陸地方整備局　設計業務成果の品質向上対策フロー（案）
　　　　　　　　　　：常総国道事務所ヒアリング
注）業務項目と協議を組合せたフローの参考となるものは無く、ヒアリング等で適切に再度設定する必要あり。
注）協議、住民説明の実施時期については、業務の進捗状況や関係機関との調整により適宜、適切な時期
     に実施すること

報告書作成
　設計条件
　橋梁形式比較案毎の規模及び形式の選定理由
　道路、鉄道、河川との交差条件、コントロールポイント
　主要部材の概略数量
　概算工事費
　主要部材寸法、杭本数等の概略検討結果
　橋梁形式比較一覧表
　詳細設計に向けての調査・検討事項、その他留意事項（事業損失
  補償問題の整理）
照査報告書作成
リサイクル計画書作成
コスト縮減留意事項作成

成果品の提出

業務完了

設計計算、図面、概算工事費等の協議を反映した修正

橋梁形式の最適案選定経緯の適切性及び整合性
リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性確認
成果品の確認

現地踏査

構造特性（安定性、耐震性、走行性）、道路示方書との整合
施工 性品質の確保（施工の安全性、難易性、確実性、工事用道路及び作業
ヤード）
経済性
維持管理
防災計画などとの整合性
環境との整合（修景、騒音、振動、近接施工）

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

契約

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正

橋梁形式3案の選定（調査職員と協議のうえ、設計する比較案3 案を選定）

橋梁予備設計フロー（案）
設計図書、既存の関係資料を基に、上部工、下部工及び基礎工について比較検討を行い、最適橋梁形式とその基本的な橋梁諸元を決定。

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者



参考　1-8

№ 業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

1 設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　橋梁予備設計成果
　道路線形計算書
　実測平面図（縮尺1/200～1/500）
　実測縦横断面図（縮尺1/100～
1/200）
　道路等詳細設計成果関連部分
　地質調査報告書
　周辺施設（既設・計画）に関する資
料
　幅杭設計成果
　その他
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

2 現地踏査

3 設計計画2 ・地元設計協議資料

4 打合せ② 照査①

基本条件、その他必要条件（協議
条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認

5 座標計算 事前協議 要求事項確認設計協議

6
設計計算
（上部工）

7

橋梁付属
物等設計

景観検討

設計図書に基づき、道路標識、照明、添架
物、遮音壁等の橋梁附属物の設計

8

設計計算
（下部工）

動的照査

下部工、基礎工については搬入・構築の条件
を考慮し、梁、柱、フーチング、躯体及び基礎
本体等の決定

設計図書に基づき、動的照査

9 一般図作

10 打合せ③ 照査②

基本条件の確認
構造設定の確認（一般図、構造計
算結果）
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

11
設計図作

成

12 架設計画

13 施工計画

14
仮設構造
物・仮橋等

設計

15 打合せ④ 照査③

基本条件と構造計算結果の確認
設計図の確認
仮設設計、施工時の留意事項の確
認

16 数量計算

17
報告書作

成

18 打合せ⑤ 照査④
成果品の確認
照査実施の確認

19 検査 成果品検査

橋梁詳細設計フロー（案）

橋梁予備設計等の橋梁形式比較検討結果に基づき、橋梁の上部工、下部工、基礎工、架設工における橋梁工事発注に必要な設計図、設計計算、数量計算、施工計
画等の作成

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認

契約

現地踏査

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
橋梁形式検討
業務計画書の修正
事前協議資料作成

橋梁細部構造の決定に必要な
景観検討

橋梁位置図
一般図
線形図
構造詳細図
構造一般図
支承、高欄、伸縮装置、橋面排水装置、落下防止、その他付属物等の詳細設計
図
※関係機関との協議資料作成

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

構造物の規模、道路・鉄道の交差条件、河川の渡河条件及び、計画工程表、施
工順序、施工方法、資材・部材の搬入計画、仮設備計画等、工事費積算に当
たって必要な施工計画書を作成。
施工計画書には設計と不可分な施工上の留意点について記載

道路線形計算書、平面及び縦断線形図等に基づき、当該構造物の必要箇所（橋
台、橋座、支承面、下部工、基礎工等）について、線形計算を行い、平面座標及
び縦断計画高を求める

上部工については搬入・架設の条件を考慮し、橋体、床版、支承、高欄、伸縮装
置、橋面排水装置、落下防止、その他付属物等の決定
鋼橋は、疲労の検討を実施

現地の立地条件及び輸送・搬入条件等を基に、詳細な上部工の架設計画

設計計算、一般図の協議を反映した修正

一般図作成

設計条件・現地条件の反映の確認
設計方針・設計手法とその結果の確認
一般図、細部項目の確認

参考　業務項目：設計業務共通仕様書（共通編、道路編　関東地方整備局）
　　　　フロー　　：北陸地方整備局　設計業務成果の品質向上対策フロー（案）
　　　　　　　　　　：常総国道事務所ヒアリング
注）業務項目と協議を組合せたフローの参考となるものは無く、ヒアリング等で適切に再度設定する必要あり。
注）協議、住民説明の実施時期については、業務の進捗状況や関係機関との調整により適宜、適切な時期
    に実施すること

上部工施工時及び下部工施工時の仮設構造物、仮橋の設計

数量計算書作成

報告書作成
　設計条件
　予備設計報告書に基づく橋梁形式決定の経緯
　上部工解析手法、構造各部の検討内容、問題点、特に考慮した項目
　道路、鉄道、河川との交差条件、コントロールポイント
　上部工・下部工の主要断面寸法、設計計算の主要結果
　主要材料、工事数量の総括
　施工段階での注意事項・検討事項
照査報告書作成
リサイクル計画書作成

設計計算書、設計図、数量計算、施工計画書の適切性及び整合性
リサイクル計画の適切性確認
成果品の確認

業務完了

成果品の提出

設計計算、設計図、施工計画書の整合性と適切性



業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
・道路予備設計報告書及び設計図
面
・地質調査報告書及び地質断面図
等の関連図面
・地形測量図（平面図、縦断図、横
断図）
・地上施設等調査資料
・坑門工周辺の実測地形平面図
・対象地域の環境基準値
・交通量関連資料

現地踏査

設計計画2
・地元設計協議資料
・鉱業権の設定状況

打合せ② 照査①

修正業務計画書の確認
基本条件、その他必要条件（協議
条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認
概算工事費単価協議

事前協議 要求事項確認協議

本体工設
計

本体工
　・地質調査資料等による地山の分類
　・内空断面、断面構造の検討・整理及び適
　用断面の選定
　・掘削方式・掘削工法の検討
換気検討
　・トンネルの延長、縦断勾配、トンネル断面
　及び周辺の環境条件、所要換気量から比
　較検討を行い、経済的かつ合理的な換気
　方式を選定する
坑門工の位置・型式の選定
　・簡易な透視図及び検討書による比較検討

設備設計

換気坑等設計
　・概略施工法の検討、概略施工設備計画、
　標準断面の設計
諸設備検討
　・換気、照明、非常用施設等トンネル内諸設
　備計画及び受配電設備計画に関する概略
　検討

設計図作
成

概算工事
費算定

打合せ③ 照査②
構造設定、最適案の確認（一般図、
構造計算結果、概算工事費）
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議

概略施工
計画

報告書作
成

打合せ④ 照査③
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

設計計算、図面等に協議内容を反映し、修正

概略施工計画の検討
　・概略工程表の作成　　　・概算工事用電力量の算出
　・施工ヤード及び工事用道路の概略平面図作成

報告書作成
　・設計条件
　・トンネル諸元表（位置、平面線形、縦断線形、標準断面等）
　・換気方式の選定経緯       ・概略施工計画
　・非常用施設計画              ・設計図書に基づき実施した検討・設
計
　・詳細設計にあたっての必要な調査及び留意事項
　・概算工事費

成果品の確認
　・設計計算書             ・設計図
　・数量計算書             ・概略施工計画　　　　　　・留意事項

成果品の提出

業務完了

設計条件・現地条件の反映の確認（地形、地質条件等）
換気方式、諸設備計画、トンネル断面及び地質条件、地山分類と支
保パターン・掘削方式ならびに坑門工の位置・形式の整合性
設計計画（埋設物、支障物件、周辺施設との近接等）
設計方針・設計手法とその結果の確認
設計計算、設計図、概算工事費の整合性と適切性

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

基本条件等への要求事項等の反映

景観検討
特殊事項の検討
　・近接構造物へ
の影響及び周辺
環境への影響検
討

一般図（平面図、縦断図、標準断面図）、坑門工一般図、地質縦断図
の作成
※関係機関との協議資料作成

概算数量算出
概算工事費算出（概算用地補償費を含む）

トンネル予備設計フロー（案）

地質調査資料及び道路予備設計等既存の関連資料を基に、当該トンネルの基本的な断面、坑口位置、換気方式、施工法を決定するとともに、詳細設計に
おいて必要な調査及び留意事項を抽出する

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

参考－1①

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認

現地踏査

契約



参考－1②

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　・道路予備設計報告書及び設計図面
　・道路詳細設計報告書及び設計図面
　・地質調査報告書及び地質断面図等の図面
　・予備設計報告書及び設計図面
　・設備予備設計報告書及び設計図面
　・地形測量図（平面図、縦断図、横断図）
　・坑門工周辺の実測地形平面図
　　（縮尺1/200～1/500）
　・対象地域の環境基準値　・交通量関連資料
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査1

設計計画2
・地元設計協議資料
・鉱業権の設定状況

打合せ② 照査①

修正業務計画書の確認
基本条件、その他必要条件（協議条件等）の確
認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認

事前協議
要求事項等協議（予備設計で条件が確定してい
ない場合）

本体工設計 打合せ③
標準断面、支保工、施工法の確認
坑口位置と坑門工の形式
坑口周辺部の確認

本体工設計
　・掘削方式の検討
　・地山分類・支保工パターンの検討
　・掘削補助工法の検討
　・標準断面の検討
　・非常駐車帯断面の検討
　・非常駐車帯配置位置の検討
　・換気検討
坑門比較設計
　・坑口位置の検討
　・坑門工形式の選定
　・坑門デザインの検討
内装設備設計

景観検討
　・環境等

現地踏査2

本体工詳細
設計

打合せ④
本体工設計
仮設備計画の特記事項

施工計画

打合せ⑤ 照査②

基本条件と構造計算結果の確認、
設計図の確認
仮設設計、施工時の留意事項の確認
照査実施の確認

協議②、関
係者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

設計図作成

数量計算

報告書作成

打合せ⑥ 照査③
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

業務完了

施工計画・仮設備計画
　・掘削工法及び掘削方式の選定
　・坑口 不部施工法　　　　　　　・施工ヤード計画　　　・掘削時の排水計画　　・掘
削時の換気計画　　・掘削時の法面の対策　 　・工事工程計画　　　  ・使用機械計
画
　・工事用電力計画　　　　 　・その他計画（防音等）
仮設構造物設計　　　　　　　ずり捨場の検討

関係機関との協議資料作成
　・トンネル位置図、平面図、縦断図.etc

報告書作成
　・設計条件
　・トンネル諸元表（位置、平面線形、縦断線形、標準断面等）
　・坑門工の位置、型式　　　　　　・排水工、防水工、舗装工
　・非常用施設計画　　　　　　　　 ・施工計画及び仮設備計画
　・施工中の計測計画              ・工事実施にあたっての留意事項

成果品の確認
　・設計計算書                 ・設計図
　・数量計算書                 ・仮設備計画書等

設計計算、図面等に協議内容を反映し、修正

トンネル位置図、平面図、縦断図
地質縦断図
詳細図
　・トンネル標準断面図及び支保工詳細図      ・本体工補強鉄筋図
　・坑門工一般図及び坑門工構造詳細図        ・配水系統図及び排水工詳細図
　・防水工等詳細図・舗装工詳細図　　　　 ・非常用施設配置図及び箱抜詳細図

数量計算
　・本体工数量、明かり部数量、仮設備数量等

設計条件・現地条件の反映の確認（地形、地質条件等）
換気方式、諸設備計画
トンネル断面及び地質条件、
地山分類と支保パターン・掘削方式ならびに坑門工の位置・形式の整合性
設計計画（埋設物、支障物件、周辺施設との近接等）
設計方針・設計手法とその結果の確認
設計計算、設計図、概算工事費の整合性と適切性
防水工等構造細目の基準との整合性

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

基本条件等への要求事項の反映

成果品の提出

現地踏査（坑口の整合性の確認）

本体工詳細設計
　・坑門工設計             ・防水工設計　　　　　　　　・排水工設計
　・舗装工設計　　　　　 ・非常用施設配置設計

基本条件の整理　　　　その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理　　　　　　業務計画書の修正

現地踏査（予備設計の整合性確認等）

トンネル詳細設計フロー（案）  各地方整備局からの意見を集約

予備設計で決定されたトンネル構造について設計図書に示される条件、関連道路設計、トンネル設備予備設計及び地質調査資料等を基に、トンネルの工事に必要な詳細構造を経済
的かつ合理的に設計し、工事発注に必要な図面・報告書を作成する

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

契約

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認



参考－1③

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

(1)資料貸与・条件明示
　①共同溝事業計画の関連資料
　　　（事前の関係機関協議資料を含む）
　②共同溝関連調査・検討資料
　③道路関連資料（路線座標を含む）
　④地質調査報告書
　⑤実測平面図および実測縦横断面図（測量
成果）
　⑥交通量調査資料
　⑦地下埋設物調査資料
　⑧周辺施設（既設・計画）に関する資料
　⑨その他
(2)業務計画、設計内容の確認
(3)特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2

打合せ② 照査①

(1)修正業務計画書の確認
(2)基本条件、その他必要条件（協議条件等）
の確認
(3)不足条件、追加資料の処置の調整
(4)受注者照査の内容を確認
(5)概算工事費単価協議

参画事業者
協議

(1)収納物件の種類・寸法，分岐条件，要望等
に関する協議

工法選定

基本事項
の検討

全体設計

構造設計

仮設設計

設計図作成

概算工事費
算定

工法比較

打合せ③ 照査②

(1)各比較案の評価内容（機能評価、施工性
評価、工事費評価等）の妥当性を確認
(2)最適工法の選定理由、決定要因、妥当性
を確認
(3)受注者照査の内容を確認

関係機関
協議

(1)関係機関との計画協議を実施

報告書作成

打合せ④ 照査③
(1)成果品の内容を確認
(2)受注者照査の内容を確認

検査 (1)成果品検査

契約

(1)基本条件の整理
(2)その他必要条件（協議条件等）整理
(3)不足資料整理
(4)業務計画書の修正

(1)基本条件等への協議事項の反映

(1)基本条件等の妥当性確認
(2)不足条件の確認

(1)業務計画書作成
(2)（照査計画）
(3)貸与資料の確認
(4)その他必要条件の確認

現地踏査

共同溝基本検討フロー（案）

共同溝事業計画、各種調査資料、関連既存資料をもとに、共同溝の工法（開削工法、シールド工法、その他特殊工法等）について比較検討を行い、最適工法を決定す
る

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

(1)基本条件をもとに、各工法の概略構造を検討
(2)開削工法は、現場打ちとプレキャストの概略構造を検討
(3)シールド工法および推進工法は、立坑の概略構造を検討

(1)各工法について、施工性・経済性・機能性・工事工程・交通処理・周辺環
境への影響等を考慮して比較検討を行い、工法比較一覧表を作成
(2)各工法の評価を行い、最適工法を決定。

(1)概算数量を算出
(2)協議単価をもとに、概算工事費を算出

(1)設計条件・現地条件の適切性を確認
(2)共同溝の規模、構造形式、線形、交通処理等の適切性を確認
(3)各案に対し、交差物件、支障物、近接物の反映を確認
(4)設計図、概算工事費の整合性と適切性を確認
(5)協議用資料の作成を確認

(1)成果品の提出

業務完了

(1)設計報告書の作成
　①設計条件　　　②工法比較一覧表
　③構造・線形の決定要因、 施工性・経済性・機能性等に関する
　　 長所短所および問題点（工法比較案毎）
　④各案の評価結果および最適工法案の選定理由
(2)各種図面の作成
(3)概算数量および概算工事費の計算書の作成
(4)仮設工の施工要領書の作成
(5)照査報告書の作成
(6)次の設計段階において検討、調整等を行うべき重要事項の整理

(1)最適工法の適切性および整合性を確認
(2)成果品の内容・記載ミスを確認

(1)基本条件(地盤条件や周辺条件等)を踏まえ、比較検討の工法を選定
　①開削工法　　②シールド工法　　③推進工法　　④その他特殊工法 等

(1)構造・線形検討、設計図面、概算工事費および比較検討等に対し、協議
を反映した修正を実施

(1)開削工法は、仮設工（山留工・路面覆工）の概略構造を検討

(1)交差物件・支障物件・埋設物・架空線および近接周辺構築物を整理
(2)施工時の交通処理計画を検討
(3)各種関連事業計画との整合性を検討

(1)各工法について、一般図を作成
(2)仮設工、立坑工および交通処理等の参考図を作成
(3)埋設物件の図面を作成

(1)基本条件をもとに、各工法の内空断面を検討
(2)交差物件および周辺地理条件をもとに、基本線形（平面線形、縦断線
形）を検討



参考－1④

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

(1)資料貸与・条件明示
　①共同溝 基本検討の成果品
　②共同溝事業計画・調査・検討の関連資料
　③道路関連資料（路線座標を含む）
　④地質調査報告書　　　　⑤交通量調査資料
　⑥実測平面図および実測縦横断面図（測量成果）
　⑦地下埋設物調査資料
　　（移設・防護の調整協議資料を含む）
　⑧周辺施設（既設・計画）に関する資料
　⑨その他(基本検討業務以降の関係機関協議結果
等)
(2)業務計画、設計内容の確認
(3)特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2

打合せ② 照査①

(1)修正業務計画書の確認
(2)基本条件、その他必要条件（協議条件等）の確認
(3)不足条件、追加資料の処置の調整
(4)受注者照査の内容を確認
(5)概算工事費単価協議

参画事業者
協議

(1)詳細な収納物件の種類・寸法，分岐条件，要望等
に関する協議

基本事項
の検討

全体設計

構造設計

構造細目
設計

仮設設計

設計図作成

施工計画

概算工事費
算定

打合せ③ 照査②

(1)基本条件および構造・仮設設計の妥当性を確認
(2)設計図を確認
(3)概略施工計画の確認
(4)受注者照査の内容を確認

 

関係機関
協議

(1)関係機関との計画協議を実施

報告書作成

打合せ④ 照査③

(1)成果品の内容を確認
(2)受注者照査の内容を確認

検査 (1)成果品検査

(1)一般部の構造を検討し、概略の断面緒元を決定
(2)収納物件、収容条件、分岐条件および換気口条件等を踏まえ、特
殊検討箇所を検討

(1)設計報告書の作成
　①設計条件　　　　②構造・仮設計画（形状・寸法等）の成果
　③内空・線形・換気・排水・施工方法の計画経緯および決定要因
(2)各種図面の作成　　　(3)概略施工計画書の作成
(4)概算数量および概算工事費の計算書の作成
(5)照査報告書の作成　　　(6)リサイクル計画書の作成
(7)コスト縮減留意事項の作成
(8)詳細設計段階に向けた課題の整理

(1)成果品の種類、内容、記載ミスを確認
(2)各種計画（内空・線形・主要構造・換気・排水・仮設等）の適切性お
よび基本条件との整合性を確認
(3)設計図、数量計算、概算工事費、概略施工計画の適切性を確認
(4)リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性を確認

(1)成果品の提出

業務完了

(1)排水施設（排水ピット）の概略構造を検討

(1)交通処理計画、支障埋設物の整理を含む、工事全体の概略施工
計画書を作成

(1)線形・主要構造・構造細目・仮設計画、設計図面、概算工事費等に
対し、協議を反映した修正を実施

(1)概算数量を算出
(2)協議単価をもとに、概算工事費を算出

(1)設計条件・現地条件の適切性を確認
(2)共同溝の規模、構造形式、線形、仮設工、交通処理等の
　 適切性を確認
(3)構造・仮設設計に対し、交差物件、支障物、近接物、施工条件
　 の反映を確認
(4)設計方針および設計手法の適切性を確認
(5)設計計算、設計図、概算工事費の整合性と適切性を確認
(6)協議用資料の作成を確認

(1)仮設工の概略検討を実施
　①山留工法　　　②覆工の有無　　　③補助工法

(1)基本条件等への協議事項の反映

(1)各種関連事業計画（将来計画を含む）との整合性を検討
(2)交差物件・支障物件・埋設物および近接周辺構築物を検討

(1)平面図、縦断図、横断図(一般部および特殊部)等の構造図を作成
(2)仮設工(山留工,路面覆工)の標準断面図および施工要領図を作成
(3)埋設物、架空線の位置図および移設・撤去計画図を作成

(1)一般部の内空断面検討
(2)特殊部（換気口，分岐部）の内空断面検討
(3)特殊部（換気口，分岐部）を考慮した基本線形検討
(4)換気・排水計画（配置、位置の検討）

(1)基本条件等の妥当性確認
(2)不足条件の確認

開削共同溝予備設計フロー（案）

共同溝基本検討および道路設計のほか、共同溝事業計画、各種調査資料、関連既存資料をもとに、開削共同溝の構造・線形等に関する基本的な緒元を決定すると共
に、仮設工、施工計画等を検討する

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者

現地踏査

受注者

(1)基本条件の整理　　　(2)その他必要条件（協議条件等）整理
(3)不足資料整理　　　　 (4)業務計画書の修正
(5)参画事業者との協議用資料の作成

契約

(1)業務計画書作成
(2)（照査計画）
(3)貸与資料の確認
(4)その他必要条件の確認



業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

現地踏査

設計計画2

打合せ② 照査①

関係機関
協議

基本事項の
検討

全体設計

特殊検討

構造設計

構造細目
設計

仮設設計

設備設計
（別途設計）

設計図作成

施工計画

数量計算

打合せ③ 照査②

関係機関
協議

報告書作成

打合せ④ 照査③

検査

(1)特殊検討を実施
　①交差物件検討　②近接施工の影響検討
　③沈下・浮上り検討　　④縦断構造検討
　⑤大規模山留工検討　　⑥液状化対策検討　　⑦耐震検討

(1)一般部および特殊部（換気口・分岐部）の構造計算を行い、断面緒
元を決定
(2)細部構造、分岐開口等の特殊部位について部材計算を行い、部材
緒元を決定

(1)換気工、排水工、継手工、防水工、歩床工の詳細構造を検討
(2)付属金物工（タラップ，マンホール蓋，埋込金物，排水管等）の詳細
構造を検討

(1)仮設工について仮設構造物計算を行い、緒元を決定
　①山留工本体部　②山留工欠損部　③路面覆工　④埋設物防護
　⑤補助工法　⑥地下水位低下工法、リチャージウエル　等

(1)成果品検査

発注者

(1)基本条件の整理　　　(2)その他必要条件（協議条件等）整理
(3)不足資料整理　　　(4)業務計画書の修正　　　(5)事前協議用資料の作成

(1)基本条件等への協議事項の反映

(1)資料貸与・条件明示
　①共同溝 予備設計の成果品
　②共同溝事業計画資料および関連調査・検討資料
　③道路関連資料（路線座標を含む）
　④地質調査報告書
　⑤実測平面図および実測縦横断面図（測量成果）
　⑥交通量調査資料　　⑦地下埋設物調査資料
　⑧周辺施設（既設・計画）に関する資料

　⑨その他(予備設計業務以降の関係機関協議結果等)

(2)業務計画、設計内容の確認
(3)特記仕様書・設計条件等の確認

(1)業務計画書作成
(2)（照査計画）
(3)貸与資料の確認
(4)その他必要条件の確認

現地踏査

(1)平面図、縦断図、横断図（一般部、分岐部、換気口部）等の構造図および詳細図を作成
(2)構造物の断面配筋図、展開図および加工図を作成
(3)付属物設計図（梯子，手すり，マンホール等）を作成
(4)構造細目詳細図（防水工，継手，排水設備等）を作成
(5)仮設工（山留工，路面覆工，補助工法）の構造図，詳細図および施工要領図を作成
(6)埋設物・架空線の移設・撤去図、道路付属物撤去・復旧図、舗装撤去・復旧図、交通処
理図等を作成

(1)交通処理計画、施工方法、施工手順、補助工法、支障埋設物件等について留意すべき
事項を明記し、使用機械、仮設計画、仮設備計画についても概略説明した施工計画書を

(1)一般部の内空断面を検討
(2)特殊部（換気口・分岐部）の位置、内空断面を検討
(3)諸条件を考慮した最終線形（平面線形・縦断線形）を検討
(4)換気・排水計画（換気・排水系統、流末処理を含む）

(1)各種関連事業計画（将来計画を含む）との整合性を検討
(2)周辺環境対策の検討　　　　(3)近接影響範囲の判定
(4)液状化判定　　　　　　　　　　(5)耐震設計手法の検討

(1)強制換気設
備、強制排水
設備、給水設
備、遮水設
備、照明設
備、受配電設
備、防災設
備、標識設備
の詳細構造を
検討

(1)線形・主要構造・細部構造・構造細目・仮設計画、設計図面、施工計画、数量計算 等に
対し、協議を反映した修正を実施

(1)設計報告書の作成
　①設計条件
　②内空・線形・換気・排水・施工方法の計画経緯および決定要因
　③構造・仮設計画（形状・寸法等）の成果
(2)線形計算書、構造計算書、仮設計算書等の各種設計計算書を作成
(3)平面設計、縦断設計、構造設計、構造細目設計、仮設工設計に関する各種図面を作成
(4)工事数量の総括（ブロック別および総括）および数量計算書を作成
(5)換気・排水計画書 等の各種計画書を作成
(6)計画概要、重要ポイントおよび注意事項を記載した概略施工計画書を作成
(7)特記仕様書の基礎資料を作成
(8)照査報告書の作成
(9)リサイクル計画書の作成
(10)コスト縮減留意事項の作成

(1)成果品の種類、内容、記載ミスを確認
(2)各種詳細計画（内空・線形・主要構造・細部構造・構造細目・換気・排水・仮設等）の適
切性および基本条件との整合性を確認
(3)設計計算書、設計図、数量計算、概算工事費、施工計画の適切性を確認
(4)リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性を確認

(1)成果品の提出

業務完了

(1)基本条件と構造・仮設計算結果を確認
(2)設計図を確認
(3)施工計画、施工時の留意事項の確認
(4)受注者照査の内容を確認

(1)関係機関との計画協議を実施

(1)成果品の内容を確認
(2)受注者照査の内容を確認

(1)「土木工事数量算出要領（案）」に基づき、数量計算書を作成

(1)設計条件・現地条件の適切性を確認
(2)共同溝の規模、構造形式、線形、仮設工法、設計基本条件およびその他の事業計画と
の整合性を確認
(3)構造・仮設設計に対し、交差物件、支障物、近接物、施工条件の反映を確認
(4)設計方針および設計手法の適切性を確認
(5)施工方法、交通切廻し方法の適切性を確認
(6)設計計算、設計図、数量の正確性、整合性および適切性を確認
(7)本体と付属物の取り合いについて、整合性を確認

(1)詳細な収納物件の種類・寸法，分岐条件，要
望等に関する協議

(1)基本条件等の妥当性確認
(2)不足条件の確認

(1)修正業務計画書の確認
(2)基本条件、その他必要条件（協議条件等）の
確認
(3)不足条件、追加資料の処置の調整
(4)受注者照査の内容を確認

開削共同溝詳細設計フロー（案）

共同溝予備設計で決定された基本緒元のほか、共同溝事業計画、設計図書、各種調査資料、関連既存資料、施工箇所の諸条件をもとに、開削共同溝の構造・線形・仮設等に関する詳
細な緒元を決定し、工事発注に必要な図面・報告書を作成する

業務項目、打合せ、照査、協議
受注者

契約

参考－１⑤



資料－１⑥

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1
打合せ
①

現地踏査

設計計画2

打合せ
②

照査①

参画事業
者

比較検討

基本事項
の検討

全体設計

構造設計

構造細目
設計

設計図作
成

施工計画

概算工事
費算定

打合せ
③

照査②

関係機関
協議

報告書作
成

打合せ
④

照査③

検査

シールド共同溝予備設計フロー（案）

共同溝基本検討および道路設計のほか、共同溝事業計画、各種調査資料、関連既存資料をもとに、シールド共同溝の構造・線形等に関する基本的な緒元を決定すると共
に、仮設工、施工計画等を検討する

業務項目、打合せ、照査、協議
受注者発注者

※仮設設計 なし

(1)詳細な収納物件の種類・寸法，分岐条件，要望
等に関する協議

(1)平面図、縦断図、標準断面図（立坑・換気口・分岐位置を含む）を作成
(2)地質縦断図を作成　　　(3)セグメント構造一般図を作成
(4)埋設物・支障物の位置図および移設・撤去計画図を作成

(1)施工手順、施工ヤード計画を含む、工事全体の概略施工計画書を作成

(1)企業洞道の隔壁を検討（要否判定を含む）

業務完了

(1)各種関連事業計画（将来計画を含む）との整合性を検討
(2)交差物件・支障物件・埋設物および近接周辺構築物を検討
(3)収納物件の取付け・支持方法の検討

(1)設計条件・現地条件の適切性を確認
(2)共同溝の規模、構造形式、線形、仮設工、交通処理等の適切性を確認
(3)構造・仮設設計に対し、交差物件、支障物、近接物、施工条件の反映を確
認
(4)設計方針および設計手法の適切性を確認
(5)設計計算、設計図、概算工事費の整合性と適切性を確認

(1)線形・主要構造・構造細目・仮設計画、設計図面、概算工事費等に対し、
協議を反映した修正を実施

(1)成果品の種類、内容、記載ミスを確認
(2)各種計画（内空・線形・主要構造・換気・排水・仮設等）の適切性および基
本条件との整合性を確認
(3)設計図、数量計算、概算工事費、概略施工計画の適切性を確認
(4)リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性を確認

(1)基本条件および構造・仮設設計の妥当性を確
認
(2)設計図を確認
(3)概略施工計画の確認
(4)受注者照査の内容を確認

(1)概算数量を算出
(2)協議単価をもとに、概算工事費を算出

(1)成果品検査 (1)成果品の提出

(1)内空断面を検討　　　　　(2)基本線形（平面・縦断）を検討
(3)分岐条件および換気口条件を考慮し、特殊部の位置を検討
(4)換気・排水計画　　　　　(5)発進・到達防護工計画

(1)シールド型式（密閉型・開放型）の比較検討
(2)シールド工法（土圧・泥土圧・泥水）の比較検討
(3)発進・到達防護工（薬液注入，高圧噴射攪拌，凍結，直接壁掘削工法等）
の比較検討

(1)一般断面の構造計算を実施し、一次覆工の寸法緒元を決定
(2)一般断面の耐震計算を実施し、一次覆工の寸法緒元に反映（設計書で要
求されている場合のみ）
(3)シールドと立坑の取付部の構造検討
(4)セグメントおよび二次覆工の構造検討

(1)成果品の内容を確認
(2)受注者照査の内容を確認

(1)基本条件等への協議事項の反映

(1)設計報告書の作成
　①設計条件　　②工法比較一覧表
　③内空・線形・換気・排水・施工方法の計画経緯および決定要因
　④共同溝の基本緒元（位置、線形、内空、構造、細目、付帯設備等）
(2)各種図面の作成
(3)概算数量および概算工事費の計算書の作成
(4)照査報告書の作成
(5)概略施工計画書の作成
　①施工計画および仮設備計画の概要および重要ポイント・注意事項
　②発進・到達方法　　　　③工事実施に当たっての留意事項
(6)リサイクル計画書の作成
(7)コスト縮減留意事項の作成
(8)詳細設計段階に向けた課題の整理

(1)基本条件等の妥当性確認
(2)不足条件の確認

契約

(1)資料貸与・条件明示
　①共同溝 基本検討の成果品
　②共同溝事業計画資料および関連調査・検討資料
　③道路関連資料（路線座標を含む）
　④地質調査報告書
　⑤実測平面図および実測縦横断面図（測量成果（公図
含む））
　⑥交通量調査資料
　⑦周辺施設（既設・計画）に関する資料
　⑧地下埋設物調査資料（移設・防護の調整協議
　　資料を含む）
　⑨その他(基本検討業務以降に行われた関係機関協

議結果等)

(2)業務計画、設計内容の確認
(3)特記仕様書・設計条件等の確認

(1)業務計画書作成
(2)（照査計画）
(3)貸与資料の確認
(4)その他必要条件の確認

現地踏査

(1)関係機関との確認を実施

(1)修正業務計画書の確認
(2)基本条件、その他必要条件（関係機関協議
　条件等）の確認
(3)不足条件、追加資料の処置の調整
(4)受注者照査の内容を確認
(5)概算工事費単価協議

(1)基本条件の整理　 　(2)その他必要条件（協議条件等）整理
(3)不足資料整理　　　　(4)業務計画書の修正
(5)参画事業者との協議用資料の作成



業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

現地踏査

設計計画2

打合せ② 照査①

関係機関
協議

基本事項
の検討

全体設計

特殊検討

構造設計

構造細目
設計

仮設設計

シールド機
設計

本体設備
設計

（別途発注）

施工計画

設計図作成

数量計算

打合せ③ 照査②

関係機関
協議

報告書作成

打合せ④ 照査③

検査

参考－１⑦

(1)各種関連事業計画（将来計画を含む）との整合性を検討
(2)周辺環境対策の検討　　(3)近接影響範囲の判定　　(4)液状化判定
(5)耐震設計手法の検討　　(6)発進・到達方法の検討

(1)特殊検討を実施
　①近接施工の影響・対策検討　　②軟弱地盤における沈下検討
　③小被り区間の影響・対策検討　　④液状化対策検討　　⑤急曲線検討　　⑥耐震検討

(1)一般部、換気口・分岐部の構造計算を行い、一次覆工の断面緒元を決定
(2)立坑接続部等の特殊部位について部材計算を行い、部材・補強の緒元を決定
(3)セグメントの詳細計算を行い、補強を含めた細部緒元を決定
(4)二次覆工の検討（細部構造および細目を含む）

シールド共同溝詳細設計フロー（案）

シールド共同溝予備設計、シールド共同溝立坑予備設計で決定された基本緒元のほか、共同溝事業計画、設計図書、各種調査資料、関連既存資料、施工箇所の諸条件をもとに、シールド共同溝の構造・線形・
仮設等に関する詳細な緒元を決定し、工事発注に必要な図面・報告書を作成する

業務項目、打合せ、照査、協議
受注者発注者

(1)詳細な収納物件の種類・寸法，分岐条件，要望等
に関する協議

(1)基本条件の整理
(2)その他必要条件（協議条件等）整理
(3)不足資料整理
(4)業務計画書の修正
(5)事前協議用資料の作成

(1)修正業務計画書の確認
(2)基本条件、その他必要条件（協議条件等）の確認
(3)不足条件、追加資料の処置の調整
(4)受注者照査の内容を確認

(1)基本条件等の妥当性確認
(2)不足条件の確認

(1)基本条件等への協議事項の反映

契約

現地踏査

(1)資料貸与・条件明示
　①シールド共同溝および立坑 予備設計の成果品
　②共同溝事業計画資料および関連調査・検討資料
　③道路関連資料（路線座標を含む）
　④地質調査報告書
　⑤実測平面図および実測縦横断面図（測量成果）
　⑥交通量調査資料　　⑦地下埋設物調査資料
　⑧周辺施設（既設・計画）に関する資料

　⑨その他(予備設計業務以降の関係機関協議結果等)

(2)業務計画、設計内容の確認
(3)特記仕様書・設計条件等の確認

(1)業務計画書作成
(2)（照査計画）
(3)貸与資料の確認
(4)その他必要条件の確認

(1)セグメント継手（横断方向）およびリング継手（縦断方向）の詳細構造を検討
(2)排水施設、防水工、防食工、歩床工、隔壁工の詳細構造を検討
(3)付属金物工（梯子，タラップ，埋込金物 等）の詳細構造を検討

(1)仮設工（支障物撤去用の山留工、路面覆工、埋設物防護、補助工法等）について構造計算
を行い、緒元を決定
(2)施工時の仮設備について、仕様を決定
　①換気設備　②仮排水設備　③裏込め注入設備　④掘削土砂処理設備
　⑤掘削土砂搬出設備　⑥材料搬出入設備　⑦給水設備　⑧工事電力設備
　⑨汚濁水処理設備　⑩ストックヤード　⑪工事用道路　⑫環境対策

(1)照明設備、
受配電設備、
防災設備、標
識設備の詳細
構造を検討

(1)平面図、縦断図、横断図等の構造図（立坑・換気口・分岐部構造を含む）および詳細図を作成
(2)コンクリートセグメント、二次覆工、隔壁工等の断面配筋図、展開図および加工図を作成
(3)発進・到達・中間立坑との接続部の詳細構造図を作成
(4)セグメント各部の構造形状および詳細寸法を記入したセグメント構造図を作成
(5)付属金属物の構造図（梯子，手すり，埋込金物等）を作成
(6)構造細目詳細図（防水工，継手，排水設備等）を作成
(7)仮設工（山留工，路面覆工，補助工法）の構造図，詳細図および施工要領図を作成
(8)施工時の仮設備図（換気・排水設備、土砂運搬・搬出設備等）を作成

(1)一般部、換気口・分岐部の内空断面検討
(2)諸条件を考慮した最終線形検討（平面線形・縦断線形）
(3)中間立坑（換気口・分岐部）の位置検討
(4)換気・排水計画（換気・排水系統、流末処理を含む）
(5)発進・到達防護工検討

(1)詳細設計の検討をもとに、工事費積算に当たって必要な以下の項目について、施工計画を行う。
　①交通処理計画　②施工方法　③施工順序　④補助工法　⑤支障埋設物件の有無　⑥施工機械
　⑦仮設計画　⑧仮設備計画　⑨掘削土砂搬出計画　⑩概略工事工程計画　⑪施工ヤード計画
　⑫工事中の計測計画　⑬施工に当たっての留意事項

(1)線形・主要構造・細部構造・構造細目・仮設工計画、仮設備計画、設計図面、施工計画、数量計算 等に対し、
協議を反映した修正を実施

(1)基本条件と構造・仮設計算結果を確認
(2)設計図を確認
(3)施工計画、施工時の留意事項の確認
(4)受注者照査の内容を確認

(1)関係機関との計画協議を実施

(1)シールド機の検討（掘削機構，推進機構，セグメント組立機構等）
(2)シールド構成機器の検討（鋼殻，ジャッキ，エレクター等）

(1)成果品の内容を確認
(2)受注者照査の内容を確認

(1)成果品検査

(1)設計報告書の作成
　①設計条件　　②内空・線形・換気・排水・施工方法の計画経緯および決定要因
　③共同溝の詳細緒元（位置、線形、内空、構造、細目、付帯設備等）　　④立坑接続部等の構造緒元
　⑤シールド機およびシールド構成機器の緒元

　⑥仮設工、仮設備工の詳細緒元（発進・到達防護、路面覆工、施工設備等）

(2)線形計算書、構造計算書、仮設計算書等の各種設計計算書を作成
(3)平面設計、縦断設計、構造設計、構造細目設計、仮設備設計、仮設工設計等に関する各種図面を作成
(4)工事数量の総括（ブロック別および総括）および数量計算書を作成
(5)換気・排水計画書 等の各種計画書を作成
(6)計画概要、重要ポイントおよび注意事項を記載した概略施工計画書を作成
(7)特記仕様書の基礎資料を作成
(8)照査報告書の作成
(9)リサイクル計画書の作成
(10)コスト縮減留意事項の作成

(1)成果品の種類、内容、記載ミスを確認
(2)各種詳細計画（内空・線形・主要構造・細部構造・構造細目・換気・排水・仮設工・仮設備等）の適切性および
基本条件との整合性を確認
(3)設計計算書、設計図、数量計算、概算工事費、施工計画の適切性を確認
(4)リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性を確認

(1)成果品の提出

業務完了

(1)「土木工事数量算出要領（案）」に基づき、数量計算書を作成

(1)設計条件・現地条件の適切性を確認
(2)共同溝の規模、構造形式、線形、仮設工法、設計基本条件およびその他の事業計画との整合性を確認
(3)設備計画と構造断面、地質条件・施工法と構造形状のそれぞれについて、整合性を確認
(4)構造・仮設設計に対し、交差物件、支障物、近接物、施工条件の反映を確認
(5)設計方針および設計手法の適切性を確認
(6)施工方法の適切性を確認
(7)仮設備と施工法の関係について妥当性を確認
(8)設計計算、設計図、数量の正確性、整合性および適切性を確認
(9)防水工等の構造細目と基準類との整合性を確認



参考－１⑧

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

現地踏査

設計計画2

打合せ② 照査①

参画事業者
との協議

基本事項
の検討

比較検討

全体設計

特殊検討

構造設計

構造細目
設計

設備設計

仮設設計

施工計画

設計図作成

概算工事費
算定

打合せ③ 照査②

関係機関
協議

報告書作成

打合せ④ 照査③

検査

(1)平面図、縦断図、標準断面図（シールド発進・到達位置を含む）を作成
(2)地質平面図を作成
(3)仮設構造物の構造一般図を作成　　(4)本設備および施工設備の参考図を作成
(5)埋設物・架空線・支障物の位置図および移設・撤去計画図を作成

(1)基本条件等への協議事項の反映

(1)排水施設の概略構造を検討

(1)各種関連事業計画（将来計画を含む）との整合性を検討　　　(2)立坑の構造形状を検討
(3)荷重方針および設計計算方法の検討　　        (4)収納物件の取付け・支持方法の検討

(1)施工方法、施工手順、施工ヤード計画、資機材計画、仮設工、施工設備計画等を含む、
　工事全体の概略施工計画書を作成

(1)昇降・換気・照明等の立坑内設備、受配電設備の概略検討

(1)仮設構造物（山留工，路面覆工等）の検討　　　※設計計算不要
(2)施工設備および施工ヤードの概略検討

シールド共同溝立坑予備設計フロー（案）

共同溝基本検討、シールド共同溝予備設計および道路設計のほか、共同溝事業計画、各種調査資料、関連既存資料をもとに、シールド共同溝立坑の構造・位置等に関する基本的な緒
元を決定すると共に、仮設工、施工計画等を検討する

業務項目、打合せ、照査、協議
受注者発注者

(1)立坑断面の構造計算を実施し、断面緒元を決定
(2)シールドと立坑の取付部の構造検討

(1)資料貸与・条件明示
　①共同溝 基本検討の成果品
　②シールド共同溝予備設計の成果品
　③共同溝事業計画資料および関連調査・検討資
料
　④道路関連資料（路線座標を含む）
　⑤地質調査報告書
　⑥実測平面図および実測縦横断面図（測量成果
（公図含む）
　⑦地下埋設物調査資料（移設・防護の調整協議
資料を含む）
　⑧周辺施設（既設・計画）に関する資料
　⑨交通量調査資料
　⑩対象地域の環境基準値に関する資料
　⑪都市計画図および用途地域図
　⑫その他(基本検討業務以降の関係機関協議結

果等)

(2)業務計画、設計内容の確認

(1)業務計画書作成
(2)（照査計画）
(3)貸与資料の確認
(4)その他必要条件の確認

　※立坑計画位置・範囲は設計書にて明示

(1)詳細な収納物件の種類・寸法，分岐条件，
要望等に関する協議

契約

業務完了

(1)関係機関との計画協議を実施

(1)成果品の内容を確認
(2)受注者照査の内容を確認

(1)成果品検査

(1)基本条件の整理　 　(2)その他必要条件（協議条件等）整理　　(3)不足資料整理
(4)業務計画書の修正　　(5)参画事業者との協議用資料の作成

(1)基本条件および構造・仮設設計の妥当性を
確認
(2)設計図を確認
(3)概略施工計画の確認
(4)受注者照査の内容を確認

現地踏査

(1)修正業務計画書の確認
(2)不足条件、追加資料の処置の調整
(3)基本条件、その他必要条件（協議条件等）の
確認
(4)受注者照査の内容を確認
(5)概算工事費単価協議

(1)基本条件等の妥当性確認
(2)不足条件の確認

(1)近接構造物および交差物件の整理および近接度の判定　　　　(2)大規模山留工の検討
(3)液状化検討および耐震検討（設計書で要求されている場合のみ）

(1)発進・到達・中間立坑および分岐部の位置検討　　 (2)発進・到達・中間立坑の内空断面検討
(3)立坑工法の検討（開削工法，ケーソン工法等）　　　(4)換気・排水計画
(5)発進・到達防護工検討

(1)仮設工（山留工）について３案程度を比較検討し、工法を決定

(1)概算数量を算出
(2)協議単価をもとに、概算工事費を算出

(1)設計条件・現地条件の適切性を確認
(2)共同溝の規模、構造形式、線形、仮設工、交通処理等の適切性を確認
(3)構造・仮設設計に対し、交差物件、支障物、近接物、施工条件の反映を確認
(4)設計方針および設計手法の適切性を確認
(5)設計計算、設計図、概算工事費の整合性と適切性を確認
(6)協議用資料の作成を確認

(1)線形・主要構造・構造細目・仮設計画、設計図面、概算工事費等に対し、協議を反映した修正
を実施

(1)設計報告書の作成
　①設計条件　　②山留工法比較一覧表　　③立坑構造形式選定の経緯
　④内空・換気・排水・施工方法の計画経緯および決定要因
(2)構造計算書の作成　　(3)各種図面の作成
(4)概算数量および概算工事費の計算書の作成　　(5)概略施工計画書の作成
(6)照査報告書の作成　　(7)リサイクル計画書の作成
(8)コスト縮減留意事項の作成　　(9)詳細設計段階に向けた課題の整理

(1)成果品の種類、内容、記載ミスを確認
(2)各種計画（内空・立坑位置・主要構造・換気・排水・仮設等）の適切性および基本条件との整
合性を確認
(3)設計図、数量計算、概算工事費、概略施工計画の適切性を確認
(4)リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性を確認

(1)成果品の提出



業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

現地踏査

設計計画2

打合せ② 照査①

関係機関
協議

基本事項の
検討

比較検討

座標計算

全体設計

特殊検討

構造設計

構造細目
設計

仮設設計

設備設計
（別途設計）

施工計画

設計図作成

数量計算

打合せ③ 照査②

関係機関
協議

報告書作成

打合せ④ 照査③

検査

(1)詳細な収納物件の種類・寸法，分岐条件，要望等に
関する協議
(2)各種関係機関の要求事項確認協議

(1)基本条件の整理
(2)その他必要条件（協議条件等）整理
(3)不足資料整理
(4)業務計画書の修正
(5)事前協議用資料の作成

(1)修正業務計画書の確認
(2)基本条件、その他必要条件（協議条件等）の確認
(3)不足条件、追加資料の処置の調整
(4)受注者照査の内容を確認

(1)基本条件等の妥当性確認
(2)不足条件の確認

(1)基本条件等への協議事項の反映

現地踏査

(1)資料貸与・条件明示
　①シールド共同溝および立坑 予備設計の成果品
　②共同溝事業計画資料および関連調査・検討資料
　③道路関連資料（路線座標を含む）
　④地質調査報告書
　⑤実測平面図および実測縦横断面図（測量成果）
　⑥交通量調査資料　　⑦地下埋設物調査資料
　⑧周辺施設（既設・計画）に関する資料

　⑨その他(予備設計業務以降の関係機関協議結果等)

(2)業務計画、設計内容の確認

(1)業務計画書作成
(2)（照査計画）
(3)貸与資料の確認
(4)その他必要条件の確認

シールド共同溝立坑詳細設計フロー（案）

シールド共同溝立坑予備設計で決定された基本緒元のほか、共同溝事業計画、設計図書、各種調査資料、関連既存資料、施工箇所の諸条件をもとに、シールド共同溝立坑の構造・位置・仮設等に関する詳細な緒
元を決定し、工事発注に必要な図面・報告書を作成する

業務項目、打合せ、照査、協議
受注者発注者

契約

参考－１⑨

(1)設計条件・現地条件の適切性を確認
(2)共同溝の規模、構造形式、線形、仮設工法、設計基本条件およびその他の事業計画との整合性を確認
(3)設備計画と構造断面、地質条件・施工法と構造形状のそれぞれについて、整合性を確認
(4)構造・仮設設計に対し、交差物件、支障物、近接物、施工条件の反映を確認
(5)設計方針および設計手法の適切性を確認
(6)施工方法の適切性を確認
(7)仮設備と施工法の関係について妥当性を確認
(8)設計計算、設計図、数量の正確性、整合性および適切性を確認
(9)防水工等の構造細目と基準類との整合性を確認

(1)各種関連事業計画（将来計画を含む）との整合性を検討
(2)周辺環境対策の検討　　　(3)近接影響範囲の判定

(1)特殊検討を実施
　①近接施工の影響・対策検討　　　②軟弱地盤における沈下検討
　③交差物件検討　　④耐震検討　　　⑤液状化対策検討

(1)発進・到達・中間立坑（換気口・分岐部）の位置検討
(2)換気・排水計画（換気・排水系統、流末処理を含む）
(3)発進・到達防護工検討

(1)関係機関との計画協議を実施

(1)強制換気設
備、強制排水
設備、給水設
備、遮水設備、
照明設備、受
配電設備、防
災設備、標識
設備の詳細構
造を検討

(1)仮設工（山留工、路面覆工、埋設物防護、補助工法等）について構造計算を行い、緒元を決
定
(2)施工時の仮設備について、仕様を決定
　①換気設備　②仮排水設備　③汚濁水処理設備　④掘削土砂処理設備
　⑤資材搬出入設備　⑥型枠支保工　⑦ストックヤード　⑧工事用道路

(1)排水施設、防水工、継手工、隔壁工の詳細構造を検討
(2)付属金物工（梯子，タラップ，人孔蓋，配管，埋込金物 等）の詳細構造を検討

(1)平面図、縦断図、横断図等の構造図（発進・到達・中間立坑、分岐部を含む）および詳細図を作成
(2)地質平面図を作成　　　(3)断面配筋図、展開図および加工図を作成
(4)付属金属物の構造図（梯子，手すり，マンホール，埋込金物等）を作成
(5)構造細目詳細図（排水設備，排水系統，防水工，隔壁構造等）を作成
(6)仮設工（山留工，路面覆工，補助工法）の構造図，詳細図および施工要領図を作成
(7)施工時の仮設備図（換気・排水設備、土砂運搬・搬出設備等）を作成
(8)埋設物・架空線・支障物の位置図および移設・撤去計画図を作成

(1)詳細設計の検討をもとに、以下の項目について施工計画を行い、必要に応じて参考図を作成する。
　①立坑の施工方法、施工順序および施工機械　　②掘削土砂搬出計画　　③施工ヤード計画
　④交通処理計画　　⑤工事中の計測計画　　⑥概略工事工程計画　　⑦施工上の留意事項

(1)発進・到達・中間立坑（換気口・分岐部）の構造計算を行い、断面緒元を決定　（構造計算は
施工段階および完成時について実施）
(2)シールドと立坑の取付部の構造を検討
(3)中床版、リング梁、開口補強梁等の特殊部位について部材計算を行い、部材緒元を決定

(1)仮設工（路面覆工）について３案程度を比較検討し、工法を決定する。

(1)本体構造物および仮設構造物の必要箇所について座標計算を行い、平面座標および縦断計画高を決定

(1)線形・主要構造・細部構造・構造細目・仮設工計画、仮設備計画、設計図面、施工計画、数量計算 等に対し、協
議を反映した修正を実施

(1)設計報告書の作成
　①設計条件　　　　　②座標計算
　③立坑の詳細緒元（位置、線形、内空、構造、細目、付帯設備等）
　④仮設工、仮設備工の詳細緒元（発進・到達防護、路面覆工、施工設備等）
(2)座標計算書、構造計算書、仮設計算書等の各種設計計算書を作成
(3)平面設計、縦断設計、構造設計、構造細目設計、仮設備設計、仮設工設計等に関する各種図面を作成
(4)工事数量の総括（ブロック別および総括）および数量計算書を作成
(5)換気・排水計画書 等の各種計画書を作成
(6)計画概要、重要ポイントおよび注意事項を記載した概略施工計画書を作成
(7)特記仕様書の基礎資料を作成
(8)照査報告書の作成
(9)リサイクル計画書の作成
(10)コスト縮減留意事項の作成

(1)成果品の種類、内容、記載ミスを確認
(2)各種詳細計画（内空・位置・主要構造・細部構造・構造細目・換気・排水・仮設工・仮設備等）の適切性および基
本条件との整合性を確認
(3)設計計算書、設計図、数量計算、概算工事費、施工計画の適切性を確認
(4)リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性を確認

(1)成果品の提出

業務完了

(1)「土木工事数量算出要領（案）」に基づき、数量計算書を作成

(1)基本条件と構造・仮設計算結果を確認
(2)設計図を確認
(3)施工計画、施工時の留意事項の確認
(4)受注者照査の内容を確認

(1)成果品の内容を確認
(2)受注者照査の内容を確認

(1)成果品検査



 

参考－１⑩

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　地質調査成果又は堤防点検成果
　測量成果（平面･縦断･横断）
　堤防諸元一式
　築堤履歴及び被災履歴一式
　河川構造物台帳一式
　定期横断図一式
　河川距離標成果（座標・標高）
　近傍観測所の流観･水位データ
業務計画、業務内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2

打合せ② 照査①

基本条件、その他必要条件（協議条件等）の確
認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認

基本事項の
検討

平面及び縦
断設計

打合せ③
関係機関と
の事前協議

要求事項確認協議

横断設計

小構造物設
計

一般図作成

打合せ④ 照査②
基本条件・細部条件の確認
構造細目設定の確認（一般図、構造計算結果）
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

設計図作成

施工計画

仮設構造物
設計

打合せ⑤ 照査③

基本条件と構造計算結果の確認
設計図の確認
仮設設計、施工時の留意事項の確認
照査実施の確認

数量計算

報告書作成

打合せ⑥ 照査④
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

設計計算、設計図、施工計画書の整合性と適切性

業務完了

報告書作成
　計画の概要
　各種検討の経緯及びその結果
　設計計算書（排水計算、設計計算等）
　その他留意事項
照査報告書作成
リサイクル計画書作成

設計計算書、設計図、施工計画書、数量計算の適切性及び整合性
リサイクル計画の適切性確認
成果品の確認

成果品の提出

設計条件・現地条件の反映
設計方針・設計手法の確認
一般図、細部項目の確認

設計計算、一般図の協議を反映した修正

平面図
縦断図
標準横断図
横断図
構造一般図、配筋図、詳細図（一般構造物及び標準設計図集以外の小構造物）
堤脚排水系統図（自然流下の用排水路は、流水方向と施工高さを明記）
仮設工詳細図
土積図

経済的、合理的に工事の費用を予定するため、必要な施工計画を実施

構造計算、断面計算または流量量計算等を必要とする仮設構造物にいては、設計図
書に基づき現場条件、設計条件に合致するよう設計
施工計画書、図面及び数量計算書を作成

数量計算書作成

一般図作成

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

実測横断図を用い、地質調査結果から土層線を想定し、一連区間の細分、代表断面
の選定、標準断面構造を決定する。

平面設計は、実測平面図を用い、築堤法線の細部検討
縦断設計は、実測縦断図を用い、橋梁等の主要構造物の位置、形式、基本寸法を考
慮し、縦断線形を決定（○○ｍ毎の側点と主要点の計画高計算を行う）

実測横断図を用い、築堤横断の詳細構造を設計

小構造物設計は、応力計算を必要とせず、標準設計図集から設計できるもの（管渠、
側溝、小型用排水路（幅2ｍ以下かつ高さ1.5ｍ以下）、取付道路（延長10ｍ未満）、階
段工等の位置、形式、基本寸法等の決定

堤脚排水系統の計画
流量計算を行い、堤脚排水構造物の設計（標準設計図集参照）
堤脚排水排水系統図（自然流下の用排水路は、流水方向と施工高さを明記）
※関係機関との協議資料作成

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正
事前協議用資料作成

契約

業務計画書提出
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認
不足資料の請求

現地踏査

築堤詳細設計フロー（案）

河川築堤は、計画高水位（高潮区間にあっては計画高潮位）以下の流水作用に対し安全な構造とするよう、必要な高さと断面を有するよう適切に設計し、工事発注に必要な平面図、縦横
断面図、構造物等の詳細設計図、設計計算書、工種別数量計算書、施工計画書等を作成することを目的とする。※地盤改良を含む詳細対策設計も含まない。

業務項目、打合せ、照査、協議

発注者 受注者



参考－１⑪
業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　河川計画調査報告書
　当該区間の測量成果
　　（河道変遷図等を含む）
　当該区間の地質調査報告書
　河川環境調査資料
　既設構造物調査資料
　当該区間の流況解析結果資料
　その他
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2

打合せ② 照査①

基本条件、その他必要条件（協議
条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認

基本事項
の検討

基本ケース
の選定

図面作成

施工計画
（案）の比
較検討

概算工事
費算定

総合評価

打合せ③ 照査②
基本条件、設計結果の確認（設計
計算書、設計図面等）
照査実施の確認

関係機関
協議、説明

関係機関計画協議

考察

報告書作
成

打合せ④ 照査③
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認
不足資料の請求

現地踏査
現況施設の状況、予定地周辺の河川の状況、地形、地質、近接構造物及び土地利用状況・河川の利用形態等の

把握、工事用道路、仮排水路、施工ヤード等の施工の観点からの現地状況把握

護岸予備設計フロー（案）

法線形、法覆工、基礎工、根固工、環境護岸（親水護岸等）の形式、配置について比較検討し、対象地域に対する最適護岸形式を選定

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

契約

解決されなかった問題点を項目ごとに列記
詳細設計までに調査又は特別に検討しておく事項を整理するとともに、そ
の方針又は方法についてまとめる

施工方法の検討（施工計画案を３案立案）
仮設計画の検討（上記３案に対する仮設計画立案）
全体施工計画の比較検討（施工性、安全性、経済性の比較）

概算数量算出
概算工事費算出

設計結果と現地条件の整合性の確認
施工条件が設計計画に反映されているか確認
設計方針、設計手法の適切性の確認
設計計算、設計図、概算工事費の適切性及び整合性の確認

協議を反映した、設計計算書、設計図面、概算工事費等の修正

基本ケース（６ケース）について、安全性、経済性、施工性及び環境等を
総合的に評価し、技術的面から優劣を検討、最適の護岸タイプを提案

・基本事項要因の比較検討
・基本ケースの選定：平面、縦断、断面等を整理、概略図を作成し、護岸
形式を６ケース選定

基本ケース（６ケース）について下記図面を作成
　平面図／縦断図／標準構造図／標準横断図／小規模構造物の一般
図

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料、現地調査の必要性整理
業務計画書の修正

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

・基礎検討：　法線形３案、護岸の根入れ（洗掘深の検討）、環境について
検討、決定し、安全性について特に注意すべき点を明確化
・法覆工法の検討：　十分な強度を有し、施工性・経済性等に優れる法覆
工を３案提案
・基礎工法の検討
　一般地盤：　安全で施工性に優れた護岸基礎工法を３案提案
　軟弱地盤：　上記に対し、軟弱程度と範囲の把握、安全上の問題点
　　　　　　　　整理、対策案の比較検討を実施
・関連構造物の検討：　構造物のうち、小規模施設、取付道路等の改修方
針の立案
・環境護岸の検討：　基本的にな計画案を３案提案
・根固め工の検討：　必要性、形式、設置範囲について検討

報告書作成
　設計業務成果概要書／設計計算書等／設計図面／数量計算書
　概算工事費／施工計画書／現地踏査結果／設計報告書／パース
照査報告書作成
環境への配慮
リサイクル計画書作成
コスト縮減留意事項作成

設計計算書、図面等の協議事項反映確認
環境への配慮、リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性確認
成果品の確認

成果品の提出

業務完了



参考－１⑫
業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　護岸の予備設計報告書
　対象河川の流量、計画河道諸元
　設計範囲の測量成果
　設計範囲の地質調査報告書
　当該区間の流況解析結果資料
　　（力学的安定性の照査の為）
　その他
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

基本事項の
決定

打合せ② 照査①

基本条件の確認結果、基本事項の決
定内容の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認

関係機関と
の事前協議

要求事項等確認（必要に応じ）

本体設計

付帯施設設
計

一般図作成

施工計画

打合せ③ 照査②
基本条件、設計結果の確認（一般図
等）
照査実施の確認

関係機関協
議・説明

関係機関計画協議・説明（必要に応
じ）

図面作成

数量計算

打合せ④ 照査③

設計計算、設計図、数量の確認
（設計計算書、設計図面、数量計算
書、施工計画書等）
照査実施の確認

報告書作成

打合せ⑤ 照査④
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

設計計算書、設計図面、概算工事費等の協議を反映した修正

基本条件の確認
・法線等の見直し検討：　地形図への計画堤防法線等の描画と民地境界等部分的に詳細検討
し、基本方針を確認
・護岸の配置計画：　護岸タイプの具体的な配置を新規図面にて確認
・構造物との取付検討：大規模施設との工事境界、小構造物の取扱等、関連構造物との取付
計画を実施
護岸の景観検討
基本事項の決定

基本条件の確認は適切か
基本事項の決定の妥当性確認
不足条件の確認

一般地盤の場合
・基礎工検討諸元の整理：計算断面の選定、土質定数等の決定、基礎工法の適正の決定
・安定計算：代表箇所３断面で安定計算を行い、安全度を確認
軟弱地盤の場合
・土質性状、定数の整理：土質性状分布の作成、軟弱地盤の範囲の設定、地下水位、物性値、
力学値を整理
・現況護岸の安定計算：上記定数を用いて、現況護岸の代表３断面の安定計算を実施
・対策工法の比較検討：現況護岸の安全度より、新設護岸の護岸基礎工法を安全度、経済性、
施工性より比較
・対策工法の安定計算：比較案を対象に各々について安定計算を実施し、詳細設計としての最
終断面を決定

設計計算、設計図、数量の正確性、適切性及び整合性の確認
設計・施工の合理化の観点から最小鉄筋量等構造細目について確認
構造物相互の取り合いの整合性の確認

協議結果を条件等に反映して修正

数量計算の実施と数量計算書の作成

要求事項等を反映した基本条件等の修正

成果品の提出

業務完了

報告書作成
　設計業務成果概要書／設計計算書等／設計図面／数量計算書
　概算工事費／施工計画書／現地踏査結果／設計報告書／パース
照査報告書作成
環境への配慮
リサイクル計画書作成
コスト縮減留意事項作成

設計計算書、図面等の協議事項反映確認
環境への配慮、リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性確認
成果品の確認

契約

階段工等の設計
排水函渠の一般構造図作成
その他改築施設の一般構造図作成

施工計画
・当該工事で必要となる仮締切の構造・撤去等の工事の順序・施工方法の検討、最適な施工計
画案を策定
　　施工条件／施工方法／土工計画／工程計画／動態観測の方法
　　工事機械、仮設備とその配置／環境保護対策／安全対策
仮設計画
・仮設構造物の規模、構造諸元を水理計算、安定計算及び構造計算により決定し、仮設計画を
策定

詳細図の作成
一般平面図、縦断面図、標準横断面図、護岸構造図、護岸展開図、土工横断図、場所打ＲＣ部
の配筋図等の作成
環境護岸平面図、環境護岸標準横断図、環境護岸構造図等の作成
仮設平面図、切廻し水路設計図、工事用道路設計図、仮締切設計図等の作成
着色パースの作成

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認
不足資料の請求

現地踏査
現況施設の状況、予定地周辺の河川の状況、地形、地質、近接構造物及び土地利用状況・河川の利用形態等の把握、工事用道路、仮排

水路、施工ヤード等の施工の観点からの現地状況把握

一般平面図、標準断面図、護岸構造図及び付帯工一般図の作成

設計結果と現地条件の整合性の確認
施工条件が設計計画に反映されているか確認
設計方針、設計手法の適切性の確認
仮設工法と施工方法の確認、施工時応力の確認

護岸詳細設計フロー（案）

予備設計によって選定された護岸又は設計図書に示された護岸のタイプ、配置に対して詳細な設計を行い、経済的かつ合理的な工事費用を予定するための資料を作成

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者



参考－１⑬
業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

特記仕様書、設計条件等の確認
関係資料の貸与
　・河川計画調査
　・周辺環境調査
　・測量成果
　・地質調査報告書
　・その他
業務計画書の確認
業務内容の確認

現地踏査

設計計画2

打合せ② 照査①

修正業務計画書の確認
基本条件の確認
関係協議条件等の確認
追加資料の処置の調整
照査実施の確認

基本事項
の検討

景観検討

設計図
作成

施工計画
の検討

概算工事
費算定

打合せ③

パース作成

打合せ④ 照査②

照査実施の確認
設計条件、設計計算結果の確認
図面、施工計画案、概算工事費の
確認
関係機関協議資料及び住民説明
資料の確認

照査③
協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

報告書作
成

打合せ⑤ 照査④
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

業務完了

着色パースの作成

設計成果のとりまとめ
基本条件の決定内容の適切性に対する照査
構造物の位置、断面形状、構造形式及び地盤条件と基礎形式の整合性に
対する照査
埋設物、支障物件、周辺施設との近接等、施工条件が設計計画に反映さ
れているかの照査の実施
設計方針及び設計手法が適切であるかの照査
設計計算、設計図、概算工事費の適切性及び整合性に対する照査
関係機関協議資料及び住民説明資料の作成

成果品の照査

成果品の提出

協議結果の反映及び修正
修正結果の適切性及び整合性に対する照査

報告書の作成
　・設計計算書における計算項目は、設計図書（共通、特記仕様書）による
も
　　のとする。
  ・設計図面の作成方法については、特記仕様書によるものとする。
　・概算数量は、特記仕様書に定めのある場合をのぞき、一般図等に基づ
い
　　て算出する。
　・概算工事費は、概算数量と協議決定した単価により算出する。
　・施工計画書には、工事施工に当たって必要な次の事項の基本的内容
（計
　　画工程表、使用機械、施工方法、施工管理、仮設備計画、特記事項そ
の
　　他）を記載する。

●概算工事費算出単価の協議
概算数量算出
概算工事費算出

基本条件等の妥当性確認（基本条件等照査の実施）
追加資料の確認

基本諸元の検討
　・計画流量、位置、敷高、必要断面、断面形状、長さ、樋門及びゲート型
式
　　について検討。
設計条件の設定
　・荷重条件、自然・地盤条件・施工条件等の設定
構造検討
　・基礎地盤の性状による沈下・変位、地盤対策工について検討
　・本体工の管材、基礎形式、構造形式の比較検討
　・ゲート扉体、ゲート開閉機設置の構造形式を検討
　・操作室の構造形式及びデザインを検討
　・管理橋の構造形式及び基本寸法を検討

樋門の門柱、巻上機室及び管理橋等について、周辺の環境に配慮して調
和を考慮した素材・デザインの検討

契約

全体図（平面・断面）と計画一般図の作成

施工計画案の策定（施工計画、仮設計画、全体計画）

業務計画書の策定
（照査計画）
設計に必要な資料の確認
現地踏査の準備

現地踏査

基本条件の整理
必要資料の整理及び確認
不足資料整理
業務計画書の修正

樋門予備設計フロー（案）

計画地点の河川状況、地形、地質、流量等から樋門の設置位置、断面形状、構造形式、基礎形式等について比較検討を行い、最適な樋門の形式を選定する。

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者



参考－１⑭
業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

特記仕様書、設計条件等の確認
関係資料の貸与
　・予備設計報告書
　・設計地点の本川、支川の計画河
　　道基本諸元
　・測量成果
　・地質調査報告書
　・その他
業務計画書の確認
業務内容の確認

現地踏査

設計計画2

基本事項
の決定

打合せ② 照査①

要求事項確認設計協議
修正業務計画書の確認
基本条件の確認
関係協議条件等の確認
照査実施の確認

関係機関と
の事前協議

要求事項等の確認

照査② 設計条件に関する照査実施の確認

照査③ 基礎形式に関する照査実施の確認

施工計画

施工計画
（地盤処理工、

置換基礎）

仮設構造物
設計

打合せ③ 照査④

基本条件、設計条件の確認
構造設定の確認
　（一般図、構造計算結果）
仮設工法、施工方法の確認
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

数量計算

パース作成

打合せ④ 照査⑤

基本条件と構造計算結果の確認
設計図の確認
留意事項の確認
照査実施の確認

報告書作成

打合せ⑤ 照査⑥
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査 成果品の提出

業務完了

周辺との調和を考慮した素材・デザインを決定し、詳細設計を行う。
　　（イメージパースを２案程度提案し、最適案を決定する）

河川景観、周辺整備計画を基に、地域の特性（歴史的・文化的）背景を整理し、景観のデザインテーマを
基に、３案程度のイメージパースを作成し、計画案を設定する。
使用する素材について美観性、耐候性、加工性、経済性について比較検討を行い、決定された最終案
に対し詳細設計を行う。

設計条件・現地条件の反映の確認
設計方針・設計手法とその結果の確認
仮設工法と施工方法の確認
施工時応力についての照査
関係機関協議資料及び住民説明資料の作成

協議を反映した、景観設計、構造設計、施工計画、仮設構造物設計等の修正

着色パースの作成

設計計算、設計図、数量の正確性、適切性及び整合性に着目し照査を行う。
設計・施工の合理化の観点から最小鉄筋量等構造細目についても照査を行う。
構造物相互の取り合いについて整合性の照査を行う。

本体工の設計
　・躯体、門柱・操作台、胸壁、翼壁、水叩き、護床工及び沈下・変位・部材応力等の計測
　　工について検討し、安定計算・構造計算を行い、構造詳細図、配筋図等を作成する。
　・標準設計を採用する場合は、設計図面は標準設計図集より設計条件の該当する設計
　　図を選定し、その図面上に必要な寸法及び数量等を追加または訂正記入し、成果図面
　　とする。

ゲート工及び操作室の設計
　① ゲート扉体
　　　荷重・設計条件に基づき、構造計算を行い、一般図を作成する。
　② ゲート開閉機設備
　　　開閉機の仕様、形状寸法、配置に関する参考資料を整理し参考図としてまとめる。
　③ 操作室
　　　決定されたデザインに基づき、関連設備（開閉機、操作盤、照明）の寸法・配置から
　　　基本寸法を決定し、構造計算を行って構造詳細図、配筋図等を作成する。
　　　外部意匠については、使用素材を決定し、詳細意匠図を作成する。

高水護岸・低水護岸及び土工等の設計
　・高水護岸・低水護岸及び根固め工、川表取付水路の構造及び使用すべき材料の選定
　　と、必要に応じて安定計算、構造計算を行い、平面図、横断図、縦断図、構造詳細図を
　　作成する。
　・掘削、盛土及び埋戻等の土工図を作成する。

リサイクル計画の適切性確認
成果品の確認

数量計算書作成

報告書の作成
　・設計計算書における計算項目は、設計図書（共通、特記仕様書）によるものとする。
  ・設計図面の作成方法については、特記仕様書によるものとする。
　・概算数量は、特記仕様書に定めのある場合をのぞき、一般図等に基づいて算出する。
　・概算工事費は、概算数量と協議決定した単価により算出する。
　・施工計画書には、工事施工に当たって必要な次の事項の基本的内容（計画工程表、
　　使用機械、施工方法、施工管理、仮設備計画、特記事項その他）を記載する。
　　また、特殊な構造あるいは特殊な工法を採用したときは、施工上留意すべき点を特記
　　事項として記載する。
　・現地踏査結果は、現地の状況を示す写真と共にその結果をとりまとめる。

業務計画書の策定
（照査計画）
設計に必要な資料の確認
現地踏査の準備

現地踏査

景観設計
（必要に応じ）

予備設計の検討結果及びその後の新条件に基づき、当該工事で必要となる堤防開削、本堤築造及び
それに伴う仮締切の構造・撤去等の工事の順序と施工方法を検討し、最適な施工計画案を策定する。な
お、寸法の表示は、構造物の概要が判断できる主要寸法のみとする。
【主な記載内容】
１）施工条件、２）施工方法、３）掘削計画、４）工程計画、５）動態観測の方法（計測が必要な場合）、６）
工事機械、仮設備とその配置、７）環境保全対策、８）安全対策

地盤処理工、置換基礎の工事順序と施工方法を検討するものとする。
樋門完成後の地盤沈下や函体応力についての計測に関する協議。
計測計画を立案。

施工計画により必要となる仮設構造物の設計。
　（仮締切、仮排水路、工事用道路及び山留工等）

構造設計

設計条件の確認
　・構造設計に必要な設計条件、荷重条件、自然・地盤条件、施工条件等の必要項目を設
　　定する。

基礎工の設計
　・荷重条件、函体構造形式、地盤対策工等に基づき基礎地盤の沈下を考慮した「弾性床
　　上の梁」の解析等により、相対沈下量、地盤の降伏変位量等について照査し、函体構
　　造および地盤改良工の仕様を検討する。
　・柔構造の場合は、相対沈下量、地盤の降伏変位量などを算定した上で地盤処理工の
　　仕様を決定する。

地盤処理工（置換基礎）の設計
　・地盤条件、施工条件、周辺に及ぼす影響、経済性等の諸条件を考慮して設計を行う。

必要資料の整理及び確認
不足資料整理
業務計画書の修正

基本条件等の確認
　・配置計画（位置及び施設配置等）
　・樋門断面（断面及び敷高等）
　・基本構造諸元（基礎形式、主要寸法、ゲート形式等）
　・操作室形式（構造形式及び主要寸法、景観設計方針等）
基本条件等の妥当性確認（基本条件等照査の実施）

基本条件等への協議事項の反映

契約

樋門詳細設計フロー（案）

樋門詳細設計は、予備設計によって選定された樋門形式及び設計図書に示された樋門形式に対して詳細な設計を行い、工事実施に必要な資料を作成することを目的とする。

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者



参考－１⑮

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　現況河川に関して検討された報告書
　河道計画調査　/　測量成果一式
　地質調査報告書
　環境調査資料、地域開発計画策定資料
　その他/業務計画、設計内容の確認
　特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2

関係機関と
の事前協議

要求事項の確認協議
　　＊騒音・振動、大気汚染防止
　　＊管理官の運転監視方法

打合せ② 照査①
基本条件、その他必要条件（協議条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認

景観検討

基本事項の
検討

設計図

機場上屋検
討

機電設備計
画

ポンプ等アンカーボルトの検討

　

施工計画

概算工事費

パース

打合せ③ 照査②
構造設定の確認（一般図、構造計算結果）
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議（住民説明）

報告書作成

打合せ④ 照査③
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

　　排水機場・吐出樋門の計画に必要な、ポンプ設備、ゲート設備の検討。設備配置を決定。
　　設備検討書の作成
　・ポンプ設備計画検討書、　・自家発電設備計画検討書、　・除塵設備計画検討書
　・（地質調査報告書）、　・吐出樋門設備計画検討書、　・ポンプ運転管理に必要な維持管理方法、
運転管理方式の検討
　　機電設備工一般図作成

　最適な施工計画案を策定
　なお、寸法の表示は、構造物の概要が判断できる主要寸法のみとする。
　１）施工方法（施工方針、施工順序及び施工機械等）
　２）仮設計画（主要仮設構造物の規模と諸元）
　３）全体計画（全体計画、掘削断面、工程計画）

　比較案それぞれに対し、調査職員と協議した単価と一般図等に基づき概算工事費を算定。
　概算用地補償費の算定
　特記仕様書に定めのある場合を除き、一般図等に基づいて概略数量を算出

決定したデザインを基に、周辺を含めた着色パース（A３版）を１タイプについて作成するものとする。

設計条件・現地条件の反映の確認
設計方針・設計手法とその結果の確認
一般図、細部条件、構造細目の確認

協議を反映した、景観設計、構造設計、施工計画、仮設構造物設計等の修正

（１）設計業務成果概要書（　設計条件　/　計画の経緯　）、
（２）設計計算書（主要断面寸法、設計計算の主要結果）、
（３）設計図面（主要材料、工事数量の総括）、
（４）概算工事費
（５）施工計画書
　1)工事施工に当たって必要な次の事項の基本的内容を記載。
　　ｲ)計画工程表､ﾛ)使用機械､ﾊ）施工方法､ﾆ)施工管理､ﾎ)仮設備計画､ﾍ)特記事項その他
  2)特殊な構造あるいは特殊な工法を採用したとき　（施工上留意すべき点を特記事項として記載。
施工段階での注意事項・検討事項、その他留意事項）
（６）現地踏査結果
　　報告書作成
　　照査報告書作成
　　リサイクル計画書作成
　　コスト縮減留意事項作成

設計計算書、設計図、数量計算、施工計画書の適切性及び整合性、図面等の協議事項反映確認
リサイクル計画の適切性確認、コスト縮減事項の適切性確認
成果品の確認

成果品の提出

全体図（平面図、縦断図）
　地形図に川裏取付水路から、川表取付水路が本川と合流するまで表示
計画一般図
　基礎工、吸水槽、上屋、ポンプ機電設備、据付図、吐出水槽、吐出樋門等に、堤防諸元、土質柱状
図等、内外水位・潮位等を表示。寸法は主要寸法のみ表示。

業務完了

機場上屋の配置、構造、規模、設備の検討、上屋規模、構造等を決定。意匠の詳細仕様を決定し、
意匠図作成

契約

現地踏査

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正
事前協議資料作成

基本条件等の妥当性の確認
不足条件の確認

構造検討に必要な荷重条件、自然・地盤条件、施工条件等を設定。ポンプの台数割、ポンプ形式の
比較検討、機場を構成する吸水槽、吐出水槽、機場上屋の基本諸元の検討および概略構造計算計
算。決定された主要寸法をもとに、施設全体の配置計画の検討。

機場及び導水路、沈砂池、吐出水槽、吐出樋門等について、周辺の環境に配慮した景観の検討を
行う。

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認
不足資料の請求

排水機場予備設計フロー（案）

計画地点の水理検討により決定されたポンプ排水容量に基づき、河川状況、地形、地質、流量等から排水機場の位置、ポンプ形式、ポンプ台数、基礎形式について比較検討を行い、排水機場の形式を選定
する。

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者



参考－１　⑯

業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

資料貸与・条件明示
　排水機場予備設計成果
　本川、支川の計画川道諸元
　測量成果一式　/　地質調査報告書
　周辺施設（既設・計画）に関する資料
　その他　/　業務計画、設計内容の確認
　特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2

基本事項の
決定

打合せ② 照査①
基本条件、その他必要条件（協議条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認

関係機関と
の事前協議

要求事項等確認

景観検討

構造設計
ポンプ等アンカーボルトの検討

土工設計

機場上屋
及び

外構設計

機電設備計
画

ゲート設備
計画

一般図作成

打合せ③ 照査②
構造設定の確認（一般図、構造計算結果）
照査実施の確認

設計図作成

施工計画

仮設構造物
設計

打合せ④ 照査③

基本条件と構造計算結果の確認
設計図の確認
仮設設計、施工時の留意事項の確認
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

数量計算

報告書作成

打合せ⑤ 照査④
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

設計計算書、設計図、数量計算、施工計画書の適切性及び整合性
リサイクル計画の適切性確認
成果品の確認

成果品の提出

業務完了

要求事項等を反映した基本条件等の修正

・機場上屋の構造形式を決定し、設計計算
・機場上屋の配置、規模の検討、意匠の詳細仕様を決定し、意匠図作成
・機場上屋の電気設備、管給排水設備、空調設備等の検討
・機場敷地内の外構について詳細仕様を決定

基本条件等の妥当性の確認
不足条件の確認

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正
事前協議資料作成

受注者は、予備設計の検討結果及びその後の新条件に基づき、当該工事で必要となる堤防開
削、本堤築造及びそれに伴う仮締切の構造・撤去等の工事の順序と施工方法を検討し、最適な施
工計画案を策定するものとし、その主な内容が下記に示すものとする。
　１）施工条件、　２）施工方法、　３）掘削計画、　４）工程計画、　５）動態観測の方法（計測が必要
な場合）、　６）工事機械、仮締切りとその配置、　７）環境保全対策、　８）安全対策

受注者は仮設構造物設計について、施工計画により必要となる仮設構造物（仮締切、仮排水路、
工事用道路及び山留工事等）の規模、構造諸元を近接構造物への影響も考慮して、水理計算、
安定計算及び構造計算により決定し、仮設計画を策定

設計計算、設計図、施工計画書の整合性と適切性

協議を反映した、設計計算、一般図の修正

受注者は、数量計算を「土木工事数量算出要領( 案)」により行うものとし、算出した結果は、「土木
工事数量算出要領数量集計表(案)」に基づき工種別、区間別に取りまとめ

（１）設計業務成果概要書（　設計条件　/　計画の経緯　）、
（２）設計計算書（主要断面寸法、設計計算の主要結果）、
（３）設計図面（主要材料、工事数量の総括）、
（４）概算工事費
（５）施工計画書
　1)工事施工に当たって必要な次の事項の基本的内容を記載。
　　ｲ)計画工程表､ﾛ)使用機械､ﾊ）施工方法､ﾆ)施工管理､ﾎ)仮設備計画､ﾍ)特記事項その他
  2)特殊な構造あるいは特殊な工法を採用したとき　　（施工上留意すべき点を特記事項として記
載。
施工段階での注意事項・検討事項、その他留意事項）
（６）現地踏査結果
　　報告書作成
　　照査報告書作成
　　リサイクル計画書作成
　　コスト縮減留意事項作成

位置図　/　平面図、縦断図、標準横断図、横断図　/　本体工一般図　/　本体工構造詳細図
/基礎工一般図、詳細図　/　付帯工一般図、詳細図　/　機電設備詳細図　/　建屋構造詳細図
/配筋図　/　土工図　/仮設構造物詳細図
※関係機関との協議資料作成

景観について検討を行い、施設設計へ反映させる。施設のデザイン及び意匠について2案程度作
成し、最適案を決定

・吸水槽、沈砂池、吐出水槽等の基礎設計（杭基礎の場合、杭種、杭径の比較検討、基礎杭の配
置計画）
・吸水槽、スクリーン受け、排出水槽について細部構造を決定、設計
・導水路、沈砂池について細部構造決定、設計計算
・吐出水門について、第2307条樋門詳細設計に準拠し設計
・川表取付水路について細部構造を決定、設計計算
・護岸工及び取付擁壁について護岸の構造形式及び主要寸法を決定。安定計算、構造計算を行
う

掘削、盛土、埋戻し等の土工設計を行う

ポンプ設備、自家発電設備、受配電設備、除塵設備等のポンプ機電設備の主要諸元を検討し、計
画一般図作成

吐出樋門に設けるゲート設備について一般図作成

一般図作成

設計条件・現地条件の反映の確認
設計方針・設計手法とその結果の確認
一般図、細部条件、構造細目の確認

契約

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認
不足資料の請求

排水機場詳細設計フロー（案）

排水機場予備設計により選定した排水機場形式に基づき、排水機場の基礎工、機場、導水路・沈砂池、吐出樋門、川表取付水路、護岸・取付擁壁、機場上屋・外構、ポンプ機電設備、ゲート設備にお
ける排水機場工事発注に必要な設計図、設計計算、数量計算、景観検討、施工計画等の作成

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

現地踏査



業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

「資料貸与・条件明示」
砂防概略設計成果一式
地形・地質調査成果一式
地形図（縮尺1/1000）
その他
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2

打合せ② 照査①

基本条件、その他必要条件（協議
条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認
概算工事費単価協議

構造物位
置の選定

現地踏査

設計図作
成

概算工事
費算定

地質調査（ボーリング）

打合せ③ 照査②
基本条件、比較案の設定、最適案
の確認（設計図、概算工事費）
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

報告書作
成

打合せ④ 照査③
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

砂防堰堤予備設計（A)フロー（案）

空中写真図、地形・地質調査資料、現地踏査結果、文献、施設配置計画等の成果品及び設計条件等に基づき、目的構造物の平面位置、縦横断形の比
較案を策定し、施工性、安全性、環境、経済性等また、維持管理を含め総合的な検討を行う。

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正

契約

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認

現地踏査

参考　業務項目：設計業務共通仕様書（共通編、砂防編）
　　　　フロー　　：北陸地方整備局　設計業務成果の品質向上対策フロー（案）
　
注）業務項目と協議を組合せたフローの参考となるものは無く、ヒアリング等で適切に再度設定する必要あ
り。
注）協議、住民説明の実施時期については、業務の進捗状況や関係機関との調整により適宜、適切な時期
　　に実施すること

業務完了

成果品の提出

構造物位置を選定に際し、平面形、縦横断形、概略形式、基本寸
法等を考慮して計画

設計条件・現地条件の確認
構造物位置、設計構造、概算工事費の適切性と整合性確認

水系（渓流）全体施設配置図
平面図
構造図
断面図
一般平面図
仮設構造物計画図等
※関係機関との協議資料作成

現地踏査

概算数量算出
概算工事費算出（概算用地補償費を含む）

報告書作成
　計画の経緯
　計画位置の現況及び将来計画のまとめ
　計画位置構造の検討経緯及びその結果
　比較選定経緯（施工性、安全性、環境、経済性等また、維持管理
等）
　その他留意事項（事業損失補償問題の整理）
照査報告書作成
リサイクル計画書作成
コスト縮減留意事項作成

構造物位置、設計構造、概算工事費等の協議を反映した修正

比較最適案選定経緯の適切性、協議事項反映の確認
リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性確認
構造計算書の確認
成果品の確認



業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

設計計画1 打合せ①

「資料貸与・条件明示」
砂防堰堤予備修正設計（Ａ）成果一
式
地質調査成果一式
測量成果一式
その他
業務計画、設計内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

現地踏査

設計計画2

打合せ② 照査①

基本条件、その他必要条件（協議条
件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認
概算工事費単価協議

平面・縦断・
横断設計

仮設構造物
設計

現地踏査

設計図作成

概算工事費
算定

打合せ③ 照査②
基本条件、構造設定の確認（一般
図、構造計算結果）
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

概略施工
計画

用地幅杭計
画

報告書作成

打合せ④ 照査③
成果品の確認
照査実施の確認

検査 成果品検査

参考　業務項目：設計業務共通仕様書（共通編、砂防編）
　　　　フロー　　：北陸地方整備局　設計業務成果の品質向上対策フロー（案）
　
注）業務項目と協議を組合せたフローの参考となるものは無く、ヒアリング等で適切に再度設定する必要あり。
注）協議、住民説明の実施時期については、業務の進捗状況や関係機関との調整により適宜、適切な時期
　　に実施すること

設計計算書、図面等の協議事項反映確認
用地幅杭計画の適切性
リサイクル計画、コスト縮減事項の適切性確認
成果品の確認

成果品の提出

設計条件・現地条件の反映の確認
設計方針・設計手法とその結果の確認
設計計算、設計図の整合性と適切性

縦横断・道路付帯構造物・小構造物及び用排水設計から用地幅杭位
置を決定

業務完了

設計計算書、設計図、概算工事費等の協議を反映した修正

概略の施工計画から、用地買収範囲の検定

報告書作成
　計画の概要
　地域の現況及び関連協議資料
　各種検討の経緯及びその結果
　設計計算書
　概算事業費
　用地幅調書
　その他必要事項（事業損失補償問題の整理）
照査報告書作成
リサイクル計画書作成
コスト縮減留意事項作成

平面図
構造図
断面図
仮設図
一般平面図
仮設構造物計画図等
※関係機関との協議資料作成

現地踏査

概算数量算出
概算工事費算出（概算用地補償費を含む）

仮設道路設計、仮締切、法面保護工、落石防護工等の設計

砂防堰堤予備設計（Ｂ）フロー（案）
砂防堰堤予備設計（Ａ）により決定された実測図を用いて、図上での用地幅杭位置を決定。

業務項目、打合せ、照査、協議
発注者 受注者

契約

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

平面形の位置、形式、基本寸法を考慮し、実測横断図を用い、地質調
査結果から土層線を想定し、法面勾配と構造を決定し、横断構成等を
設計

業務計画書作成
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認
不足資料の請求

現地踏査

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正



№ 業務目的

設計・検討 打合せ 照査 協議

契約

1 設計計画1 打合せ①

「資料貸与・条件明示」
砂防堰堤予備設計（A）成果一式
地質調査成果一式
測量成果一式
仮設構造物設計成果一式
その他
業務計画、業務内容の確認
特記仕様書・設計条件等の確認

2 現地踏査

3 設計計画2

4 打合せ② 照査①

基本条件、その他必要条件（協議
条件等）の確認
不足条件、追加資料の処置の調整
照査実施の確認

5
平面・構造・
断面設計

事前協議 要求事項確認協議

6 横断設計

7
仮設構造物
設計

10 打合せ③ 照査②

基本条件・細部条件の確認
構造細目設定の確認（一般図、構
造計算結果）
照査実施の確認

協議、関係
者へ説明

関係機関計画協議、住民説明

11 設計図作成

12

施工計画

仮設構造物
設計

13 打合せ④ 照査③

基本条件と構造計算結果の確認
設計図の確認
仮設設計、施工時の留意事項の確
認
照査実施の確認

14 数量計算

15 報告書作成

16 打合せ⑤ 照査④
成果品の確認
照査実施の確認

17 検査 成果品検査

参考　業務項目：設計業務共通仕様書（共通編、砂防編）
　　　　フロー　　：北陸地方整備局　設計業務成果の品質向上対策フロー（案）
注）業務項目と協議を組合せたフローの参考となるものは無く、ヒアリング等で適切に再度設定する必要あり。
注）協議、住民説明の実施時期については、業務の進捗状況や関係機関との調整により適宜、適切な時期に実施
すること

設計計算書、設計図、施工計画書、数量計算の適切性及び整合性
リサイクル計画の適切性確認
成果品の確認

成果品の提出

業務完了

経済的、合理的に工事の費用を予定するため、必要な施工計画を
実施

構造計算、断面計算または流量量計算等を必要とする仮設構造物
にいては、設計図書に基づき現場条件、設計条件に合致するよう
設計

報告書作成
　計画の概要
　各種検討の経緯及びその結果
　設計計算書（排水計算、設計計算等）
　その他留意事項
照査報告書作成
リサイクル計画書作成

設計計算、設計図、施工計画書の整合性と適切性

数量計算書作成

現地踏査

平面図、構造図、断面図は、基本寸法を考慮し、実測平面、横断図
を用い、砂防堰堤等予備設計（Ｂ）等の再確認と細部検討

基本条件の整理
その他必要条件（協議条件等）整理
不足資料整理
業務計画書の修正
事前協議用資料作成

設計条件・現地条件の反映
設計方針・設計手法の確認
一般図、細部項目の確認

平面図
構造図
断面図
一般平面図
仮設構造物詳細設計図
※関係機関との協議資料作成

設計計算、一般図の協議を反映した修正

仮設道路設計、仮締切、法面保護工、落石防護工等の設計

基本条件等の妥当性確認
不足条件の確認

実測横断図を用い、地質調査結果から土層線を想定し、法面勾配
と構造を決定し、道路横断の詳細構造を設計

契約

業務計画書提出
（照査計画）
貸与資料の確認
その他必要条件の確認
不足資料の請求

砂防堰堤詳細設計フロー（案）

砂防堰堤予備設計（A）等により決定された構造物位置に基づき、工事発注に必要な平面図、構造図、断面図、一般平面図、仮設構造物の詳細設計図、
設計計算書、工種別数量計算書、施工計画書等の作成。なお、予備設計で確定すべき要件が確定されていない場合、或いは変更の必要がある場合

業務項目、打合せ、照査、協議

発注者 受注者

仕様書によれば、詳細
設計時には、協議資料
作成の業務内容は記
述されていない。→基
本的に、予備設計（Ｂ）
で終了していることが
前提




